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令和８年度第２回袖ケ浦市社会教育委員会議 

 

１ 開催日時  令和８年７月９日 午後３時００分開会 

 

２ 開催場所  袖ケ浦市役所会議室３－２ 

 

３ 出席委員 

委 員 長 佐々木 眞由美 副 委 員 長 稲垣 昭彦 

副 委 員 長 畠山 真一 委 員 瀧澤 真 

委 員 和田 幸子 委 員 大友 省三 

委 員 木村 育子 委 員 田中 雪夫 

委 員 本多 清人 委 員 大槻 良栄 

委 員 木曽野 真紀 委 員 松井 恭子 

委 員 西田 隆司 委 員 佐久間 正博 

  

４ 欠席委員 

委 員 小泉 康 

 

５ 出席職員 

教育長 鴇田 道雄 生涯学習課長 西原 崇浩 

中央図書館長 柏木 喜男 郷土博物館長 長谷川 秀明 

市民会館長 齊藤 秀夫 
生涯学習課 

（社会教育班長） 
君塚 和枝 

生涯学習課主査 飯島 奨 

 

６ 傍聴定員と傍聴人数 

傍聴定員 ５人 

傍聴人数 ０人 

 

７ 議題 

（１） 令和９年袖ケ浦市二十歳を祝う会実行委員の選出について 

（２） 令和８年度事業について 

    ・令和８年度そでがうらわんぱくクエスト 

 ・生涯学習、公民館活動、図書館、郷土博物館 

 

８ 報告・連絡 

   （１）令和８年度教育基本方針及び目標について 

   （２）君津地方社会教育委員連絡協議会研修会について 

（３）今後の事業の実施予定について 
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    ・夏のトショロフェア（図書館） 

    ・名画鑑賞会（図書館） 

    ・みんなの昭和わが家の１００年（郷土博物館） 

 

９ その他 

 

１０ 議事 

議題（１）令和９年袖ケ浦市二十歳を祝う会実行委員の選出について 

【資料１ページから３ページを説明】・・・・・・・・・・事務局君塚 

事 務 局 君 塚 : 本日、地区毎に話し合いの上､選出お願いします。 

  （各地区に分かれて話し合い） 

 佐々木委員長  協議の結果、昭和地区は木村委員、長浦地区は佐久間委員、蔵

波地区は木曽野委員、根形地区は松井委員、平川地区は大槻委

員に決定しました。 

 

議題（２）令和８年度事業について 

・令和８年度そでがうらわんぱくクエスト 

【資料４ページから５ページを説明】・・・・・・・・・事務局飯島 

佐々木委員長 : 事務局からの説明が終わったが、質疑等あるか。 

田 中 委 員 : 子ども会で夏季中央キャンプ大会をやるのですが、今回のわんぱく

クエスト参加者４２名に入らなかった方が申し込んでくれまして、

鹿野山の施設で行います。野外活動はありませんが、わんぱくクエ

スト以上に楽しんでもらいたいと思います。 

佐久間委員 : 実施要項を見て、読むだけでワクワクしてくる内容ですが、５

ページ－９.期待される成果－⑤「生活していく上で必要な技

術を身につけることができる」とあります。この必要な技術と

いうのを例えば、地域の素晴らしさを知ることができるとか、

日常のありがたさや家族の温かさといった感謝の気持ちなど、

具体的な例を一つでも記載してもらえると伝わると思います。 

  

   ・各事業について【資料６ページから２４ページを説明】 

   生涯学習課事業 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 事務局君塚 

   市民会館・公民館事業 ・・・・・・・・・・・・・ 齊藤市民会館長 

   図書館事業 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 柏木中央図書館長

   郷土博物館事業 ・・・・・・・・・・・・・・ 長谷川郷土博物館長 

西原生涯学習課長 : 本日の議題に関連があることから、第３期教育ビジョン後期計画につ

いて説明させていただきたいと思います。 

教育ビジョンでは、「未来を作る心豊かに生き生きした人づくり」を

基本目標として定めています。 
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目標を実現するために｢こどもの教育｣｢生涯学習｣｢文化財・文化芸術の

振興｣の３つの方針を施策の柱として取り組みます。 

社会教育の分野については、｢生涯学習｣方針として人生100年時代に対

応したる学びを支援します。 

施策の方向性は、市民の学習意欲に応えるべく講座内容の充実や多様

な世代への学習機会の提供、図書館サービスの充実、１人１人の学び

を支える生涯学習の充実を図っていくものです。 

また、子育てや家庭教育に関する学習機会の提供、読書活動を推進、

地域で青少年健全育成が進められる環境を整備し、教育力の向上を図

ります。さらに地域住民の学びの場の機能強化、社会教育の基盤とし

た人づくり、繋がりづくりを支援し、主体的な学習活動を支援する社

会教育の人材育成を図っていくものであります。 

文化財の施策の方向性は、国史跡の山野貝塚の研究・保存・活用、そ

して市内に点在の文化財の調査や公開活用、博物館活動を通して、郷

土の歴史と文化の理解を深める取り組みを進めていきます。 

文化芸術の施策の方向性は、文化芸術の振興支援や体験する機会の充

実、地域に根差した文化芸術活動の推進を図っていくものとなります。 

多岐にわたる施策を通じて、地域の文化・教育力の向上を目指し、教

育ビジョン後期計画を推進していきます。 

これより各課から説明するものは、教育ビジョン計画に沿った具体的

な事業内容となります。ご理解の上で、ご検討お願いいたします。 

佐々木委員長 : 事務局からの説明が終わったが、質疑等あるか。 

佐々木委員長 : 郷土博物館でこれから３年かけて上総掘りによる井戸の掘削を実

施していくという事ですが、ボランティア等は募集するのですか。 

長谷川郷土博物館長 : ボランティアの募集は、７月号の広報そでがうらに掲載し、募集開

始しております。３０人募集で、中学生以上で市内に限らず応募で

きるようになっております。 

本 多 委 員 

 

: 山野貝塚について、遺跡保護は理解しますが、活用事業とは具体的

にどういったものですか。教育目的の活用か、それ以外に何か目的

がありますか。 

西原生涯学習課長 : 山野貝塚の活用ですが、まず史跡の周知です。これは持ち運びでき

ませんので、現地に市民の方をお連れし、袖ケ浦市にある国史跡の

大事さを知って頂く方法です。 

あとは実際、出土したものを手に取ってもらう場を作ったり、その

他に昨年度は山野貝塚カードを作成して一般に配布したり、様々な

活用方法を行っています。 

現地では、今年度から見やすくするための整備が始まります。 

佐々木委員長 : 質疑が終了した。令和８年度事業について承認いただける方は挙手
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をお願いしたい。 

（挙手確認） 

全員賛成ということで承認決定とする。 

 

 

報告・連絡（１）令和８年度教育基本方針及び目標について 

    【資料２５ページから４１ページを説明】・・・・・・・・事務局君塚 

佐々木委員長 : 説明が終わったが、質疑等あるか。 

大 槻 委 員 : １つ目は、子供という表記の仕方ですが、基本方針内では平仮名で統

一していると思いますが、文部科学省では既に｢子｣｢供｣の両方を漢字

という方針が示されていて、我々ＰＴＡで子供という表記をたくさん

使うので、統一表記があれば教えてください。 

２つ目は、コミュニティスクールの検討をされてるということですが、

どれくらいの進捗なのか、公開できるところがあれば教えてください。 

西原生涯学習課長 : コミュニティスクールですが、今年度から内部検討が始まった段階で

す。袖ケ浦市の場合は学校評議員制度がしっかり整っていましたので、

それと被るような部分もあるため必要ないのではという考えもありま

したが、全国的に県内でもかなり進んでいますので、袖ケ浦でも導入

検討した方が良いということからで動き始めたところです。 

事務局君塚 : 子供の表記については、国から特定の指示はないですが、そうしても

らうことが望ましいということだったと思います。 

市では計画や教育基本方針等、平仮名で全部統一しています。生涯学

習課の放課後子供教室事業については、内部での扱いなので、漢字を

起用しており、対外的なものは「子ども」の表記で進めています。 

田 中 委 員 : 子ども会ですと、あくまでも子供を１個の人間として扱う形でやっ

ていますので、全国的に「子ども」で対応しています。 

大 槻 委 員 : 従来から表記の仕方を検討されていたけど、今はどうなのか。 

固有名詞と言いますか、特に青少年を表す子供というのをどう表記

してるのか気になりました。 

佐久間委員 : 市Ｐ連ですと、今までルールはないですが、申送り程度に表記は子

供の子だけ漢字、あとは平仮名にするという形で広報誌などは統一

しましょうと歴代からの申送りで対応しています。 

西原生涯学習課長 : 法律でこども基本法というのができたのですが、それが全部ひらが

な表記となっています。そういった表記の流れになっています。 

報告・連絡（２）君津地方社会教育委員連絡協議会研修会について 

       【別紙により説明】・・・・・・・・・・・・・・事務局君塚 

佐々木委員長 : 質疑等あるか。 

 :  質疑なし 

 : ９月２５日(金)に袖ケ浦市民会館で開催されます。当市はわんぱく



- 5 - 

クエスト事業について、富津市はイオン内に作った富津市図書館の

今後についての事例報告を行います。開催市になりますので、ぜひ

参加して頂きたいと思います。 
 

報告・連絡（３）今後の事業の実施予定について【別紙により説明】 
 

    ・夏のトショロフェア・名画鑑賞会・・・・・・・・柏木中央図書館長 

佐々木委員長 : 質疑等あるか。 

 :  質疑なし 

    ・みんなの昭和わが家の１００年・・・・・・・・長谷川郷土博物館長 

佐々木委員長 : 質疑等あるか。 

 :  質疑なし 

 

１１ その他 
 

木 村 委 員 : ８月９日に音楽協会定期演奏会ビバ！コーラス合唱が行われます。

小学校の頃、大きな声出して歌ったみかんの花咲く丘など、昔を偲

べるような、懐かしい曲を堪能いただきたい。子供さん、お孫さん

を連れだって、ぜひおいでください。 

事務局君塚 : 令和９年度社会教育研究大会千葉大会事例発表の意見について、皆

さんにアンケートした結果をまとめました。千葉大会では、分科会

のテーマに青少年教育事業が加わり、発表者に袖ケ浦市が入りま

す。アンケート結果については、佐々木委員長から報告をお願いし

ます。 

佐々木委員長 : アンケートの回答より、｢わんぱくクエスト｣｢青少年相談員の活動｣

｢ねこまろ｣が青少年教育の柱になるというご意見を頂き、集約した

ところ、わんぱくクエストは８名、青少年相談員の活動は５名、ね

こまろは２名の結果となりました。これに則って、発表の主体は、

わんぱくクエスト事業とさせていただこうと思います。 

今後は、今夏実施のわんぱくクエストの成果を見守りつつ、９月研

修会での発表内容など、１０月の勉強会時にフィードバックして頂

き、そこから１年かけて来年秋の研究大会に繋げていきたいと思い

ます。 

畠山副委員長  １１月にアクアラインマラソンが開催予定で、現在、袖ケ浦市の陸

上競技場では１８時から１９時まで無料開放しています。１０月に

なると１７時から開放になります。 

ふらっと来ていただければ、歩き方と走り方、注意点を皆さんに教

えることができますので覗きに来ていただければと思います。 

これから暑くなりますので、特に注意する点は、暑い中を走らない

で下さいと言う事です。特に道路です。基本的に体温が上がり、そ
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の中で走るとトレーニングにはなりません。 

むしろ自分の体をいじめて体力がどんどん落ちていきますので、 

できれば夏の間は日中走らず、朝早くか夕方の涼しい時に陸上競技

場をぜひ利用していただければと思います。 

どなたでも使用できます。歩くだけでも大丈夫です。ＰＲさせてい

ただきました。 

 

午後４時１５分閉会 



改 

令和８年度第２回  

社 会 教 育 委 員 会 議 
 

 

                   日 時  令和８年７月９日（木） 

                        午後３時００分～ 

                   場 所  袖ケ浦市役所会議室３－２ 

 

 

次        第 

 

 １ 開会のことば 

 

 ２ 委員長あいさつ 

 

３ 教育長あいさつ 

 

 ４ 議 題 

  （１）令和９年袖ケ浦市二十歳を祝う会実行委員の選出について 

（２）令和８年度事業について 

    ・第３１回そでがうらわんぱくクエスト 

    ・生涯学習、公民館活動、図書館、郷土博物館 

 

５ 報告・連絡 

   （１）令和８年度教育基本方針及び目標について 

   （２）君津地方社会教育委員連絡協議会研修会について（当日配布） 

（３）今後の事業の実施予定について（当日配布） 

    ・夏のトショロフェア（図書館） 

    ・名画鑑賞会（図書館） 

    ・みんなの昭和わが家の１００年（郷土博物館） 

   

 ６ その他 

    

 ７ 閉会のことば 



   

 

 

令和８年度第２回 

 

社会教育委員会議 資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 時 令和８年７月９日（木） 

午後３時００分～ 

場 所 袖ケ浦市役所会議室３-２ 

  



目  次 

 

次第３ 議 題 

（１）令和９年袖ケ浦市二十歳を祝う会実行委員の選出について・  Ｐ１～ Ｐ３ 

（２）令和８年度事業について 

・令和８年度そでがうらわんぱくクエスト・・・・・・  Ｐ４～ Ｐ５ 

・生涯学習、公民館活動、図書館、郷土博物館・・・・  Ｐ６～Ｐ２４ 

 

次第４ 報 告 ・ 連 絡 

（１）令和８年度教育基本方針及び目標について・・・・・・・・ Ｐ２５～Ｐ４１ 

（２）君津地方社会教育委員連絡協議会研修会について（当日配布） 

（３）今後の事業の実施予定について（当日配布） 

    ・夏のトショロフェア（図書館） 

    ・名画鑑賞会（図書館） 

    ・みんなの昭和わが家の１００年（郷土博物館） 

 



 

 

 

令和９年袖ケ浦市二十歳を祝う会 
日時 令和９年１月１０日（日） 

開式 午前１０時３０分  昭和、蔵波、根形、平川地区 

   午後 １時３０分  長浦地区 

 

会場 昭和地区 市民会館 

    長浦地区 長浦交流センター 

    蔵波地区 長浦交流センター 

    根形地区 根形交流センター 

    平川地区 平川交流センター 

 

対象 平成１８年４月２日から平成１９年４月１日生まれの 

    ・市内に住民登録をしている者 

    ・袖ケ浦市内の小・中学校を卒業し、他市町村に住民登録している者で、出席を 

希望する者 

 

実行委員会構成員 

    新二十歳代表、社会教育委員、公民館運営審議会、青少年相談員、 

青少年健全育成地区住民会議、生涯学習課、市民会館・各公民館 

 

袖ケ浦市二十歳を祝う会実行委員の選出 

  令和９年袖ケ浦市二十歳を祝う会実行委員の選出について、例年どおり社会教育委員

より、地区ごとに実行委員を選出するものです。 

 

  選出人数 ５名（昭和、長浦、蔵波、根形、平川地区 各１名） 

  ※参考 Ｒ８実行委員 昭和：田中委員、長浦：佐久間委員、蔵波：畠山委員、 

根形：花澤委員、平川：西田委員 

 

 

  昭和地区                      

 

 

  長浦地区                      

 

 

  蔵波地区                      

 

 

  根形地区                      

 

 

  平川地区                      

議題（１） 令和９年袖ケ浦市二十歳を祝う会実行委員の選出について 







1 ． 事業名 第 回 そでがうらわんぱくクエスト 

2 ． キャッチフレーズ

「心に刻む　最高の夏！～ジブン、全力アップデート～」

3 ． 主催 袖ケ浦市教育委員会

4 ． 趣旨

5 ． 事業内容

6 ． 実施期間

令和 8 年 7 月 27 日 （ 月 ） ～ 7 月 29 日 （ 水 ） 2 泊 3 日

7 ． 安全管理

・ 非常時に備えて本部を設置し、24時間体制でスタッフを配置します。

・ 本部カウンセラーと看護師を配置し、衛生指導、健康状態の把握や傷病者対応等を行います。

・ 各班に班対応カウンセラーと事業支援ボランティアが随行し、参加者の安全を見守ります。

・ スタッフによる安全管理に関する研修を行い、緊急時の対応について共通理解を図ります。

・ 暑さ指数を常に注視し、31℃以上の場合は、原則野外活動を控えるよう対応します。

・ 災害及び事故発生時は、緊急時対応マニュアルに則り、迅速に対応します。

8 ． 参加者

・ 袖ケ浦市に在住の小学校5年生から中学生で、保護者の参加同意が得られる方

・ 定員 42 名 応募者多数の場合は抽選 （応募状況により班編成を決定）

・ 7 月 11 日 （ 土 ） に予定の事前研修会に参加者・保護者ともに参加できる方

・ 健康（大人の支援なし）で3日間の集団生活が可能な方

※ 薬の管理やアレルギー食品の除去が必要な際はご相談ください。

・ 参加費7,000円（保険代・活動費を含みます）

※ 持ち物は、普段使用しているものを想定していますが、必要により準備をお願いする場合があります。

・ 災害等の諸事情により、事業を中止・変更する場合があることを予め了承いただける方

年度 そでがうらわんぱくクエスト事業 実施要項

　現代の子どもたちを取り巻く環境は日々目まぐるしく変化し、予測困難な状態（ＶＵＣＡの時
代）であると言われています。こうした状況下で、子どもたちが身につける力として、【課題に
対応し、解決する力・コミュニケーション力・柔軟に考え行動する力】が求められています。本
事業を通して、参加する子どもたちがこれらを身につけていくことを目指します。
　自分たちで行程を考えながら、仲間と共同生活を送ることを通じて、地域の素晴らしさや温か
さ、日常のありがたさを感じさせるとともに、未来の袖ケ浦市を担う人材の育成を図っていきま
す。

　自分たちで行き先を考え、袖ケ浦市の自然、文化、歴史、地域との交流やふれあいを肌で感じ
ながら、自分の足のみで踏破する事業です。参加者は男女別の班を作り、２泊３日を共に過ごし
ながら、力を合わせて乗り切ります。期間中は野外泊、自炊、徒歩移動を原則として活動しま
す。
　各班には、参加者の活動を見守る「カウンセラー」と呼ばれる成人の支援者と事業支援ボラン
ティアが同行し、安全面のフォローを行います。また、朝夕に看護師による健康観察、熱中症対
策として気温が高くなる時間帯には手足のアイシングを実施し、体調・健康面のフォローを行い
ます。さらに、子どもたちが充実した３日間を過ごせるよう、野外生活で必要なスキルを身につ
けられる事前研修会を実施します。その他、わんぱくクエストのＯＢ・ＯＧ等による後方支援体
制の整備にも取り組みます。

令和 8

31

議題（２）令和８年度事業について



9 ． 期待される成果

① 非日常で生活することで、「課題に対応し、解決する力」や「柔軟に考え行動する力」を

身につけることができる。

② 仲間との共同生活や地域とのふれあいを通して、コミュニケーション力を育むことができる。

③ 「日常のありがたさ」や「家族の温かさ」といった感謝の気持ちを育むことができる。

④ 「地域の素晴らしさ（自然・文化・歴史・産業等）」に気づくことができる。

⑤ 生活していく上で必要な技術を身につけることができる。

10 ． わんぱくルール

① 礼儀正しく、節度を守って行動し、感謝の気持ちを大切にします。

② どんな時も班の仲間と助け合い、全員で行動します。

③ 自然体験や農業体験、ボランティア体験等に進んで挑戦し、自らの見聞を広げます。

④ 一日一回以上はお米を炊いて食事をします。

※ 米以外の食料品は持参しません。

※ 火を使う場合は、全てガスコンロを使用します。

⑤ 野外泊・徒歩移動を原則とします。

⑥ 一日の活動費は水分購入費200円を含めた一人700円とします。

⑦ 本研修は7月27日（月）～7月29日（水）とし、その期間は保護者や他の班と接触しません。

⑧ 活動範囲は、おおむね袖ケ浦市内とし、期間中にゴールできる範囲とします。

11 ． その他

・ 7 月 11 日 （ 土 ） に、参加者を対象とした事前研修会を実施し、カウンセラーや

班員の顔合わせ、持ち物の確認、野外活動のスキルアップ等を行います。

・ 7 月 27 日 （ 月 ） に袖ケ浦市役所南庁舎市民交流広場において出発式を行い、その後、

班ごとに活動を開始します。

・ 7 月 29 日 （ 水 ） 15:00～16:00の間に袖ケ浦市役所特設会場へゴールした後、

到着式を行い、現地で解散とします。

・ 参加者は携帯電話やゲーム機等は持参しません。（カウンセラーのみ携帯電話を持参）

・ 参加者、保護者、スタッフにアンケートを実施し、満足度や改善点を調査します。

・ 感想、アンケート結果を掲載した記録集を作成し、配布します。



Ⅷ 生 涯 学 習 
１．令和８年度生涯学習課事業一覧                                               （単位：千円） 

№ 
事 業 名 

（事 業 費） 
目 的 ・ 内 容               時期・回数       対象・人数       

１ 社会教育委員関係

費 

(1,293) 

社会教育法第17条の規定に基づき、社会教育

（体育）に関する諸計画の立案や教育委員会の

諮問に応じて意見を述べるため必要な調査、研

究等を行います。 

定例会5回 

各種大会及び研

修会等 

委員 15人 

２ 生涯学習のまちづ

くり推進事業 

(220) 

市民の生涯を通じた学習活動を推進するた

め、生涯学習関連団体と連携し、生涯学習推進

体制の充実を図ります。 

また、社会教育・学校教育関係者が集い、生

涯学習の意義について市民の理解を一層深め

るとともに、学習意欲の向上と学習活動への参

加の促進を図ります。 

・生涯学習推進大会 

・市職員出前講座 

通 年 

 

  

 

 

 

 

2月13日 

生涯学習推進大会 

 

社会教育及 

び学校教育 

関係者 

 (約400人) 

３ 市民三学大学講座

経費 

(1,167) 

自己啓発に取り組む市民の学習活動を推進

するため、様々な分野の著名人による講座を

提供し、人間性豊かな市民の育成を図ります。 

（共催事業） 

・青少年健全育成推進大会（第1回） 

・生涯学習推進大会（第2回） 

（全２回） 

 

 

 

7月4日 

2月13日 

市 民 

約900人 

４ 社会教育関係団体

振興事業 

(10,733) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民の社会教育活動が自主的かつ活発に活動

できるよう、社会教育関係団体活動費の一部を

助成します。 

（１）社会教育関係団体(7団体) 

・文化協会（771） 

・子ども会育成会（1,000） 

・ＰＴＡ連絡協議会（454） 

・ボーイスカウト育成会（214） 

・ガールスカウト８７団育成会（214） 

・音楽協会（115） 

・レクリエーション協会（225） 

 

（２）社会体育関係団体(4団体) 

・スポーツ協会（3,007） 

・少年野球連盟（198） 

・ターゲットバードゴルフ協会（97） 

・サッカー協会 

 

（３）社会教育関係団体連絡協議会事務局 

（4,434） 

通 年 (加入人員) 

 

 

 

(  230人) 

(  100人) 

(4,690人) 

(   33人) 

(   10人) 

(  200人) 

(33人・3団体) 

 

 

(2,256人) 

(  152人) 

(   45人) 

(  300人) 

 

５ 家庭教育総合推進

事業(10) 

 

 各関係機関と連絡調整を行い家庭教育事業の

円滑な推進を図ります。 

・家庭教育推進協議会 

 

 

3回 

社会教育関係

者等 

 

 



 

 

№ 
事 業 名 

（事 業 費） 
目 的 ・ 内 容               時期・回数       対象・人数       

６ 生涯学習ボランテ

ィア促進事業 

(2,029) 

市民の主体的な学習活動を支援するボランテ

ィアを養成し、地域人材の活用を図る。 

(１) 社会教育推進員 

社会教育機関が実施する各種事業の企画・運

営に携わる社会教育推進員を各公民館、図書

館などに配置し、地域の教育力向上を目指し

ます。 

・社会教育推進員養成講座 

  社会教育推進員が社会教育活動を推進し

ていく上での知識、技術の習得を図ります。

・社会教育推進員研修会 

    事業運営等に携わった経験の発表や視察

研修などを通し、担当事業の円滑な推進を

図ります。 

(２) 保育ボランティア  

幼児期の子を持つ保護者の学習機会を確保

し、公民館事業等への参加を支援するため保

育ボランティアを育成します。 

・保育ボランティア養成講座  

保育ボランティアに必要な基本的知識技

術の習得を図ります。 

(３) ユースボランティア  

高校生・大学生を対象にボランティアを募集

し市主催事業に参加してもらうことにより、

生涯学習を側面から支えるボランティアを育

成します。 

(４) アドバイザーバンク  

優れた知識・特技を持つ地域の人材をアドバ

イザーバンクに登録し、各種講座やサークル

活動、学校等の様々な学習場面で講師として

紹介します。 

通 年 

 

 

 

 

 

 

年間1回 

 

 

年間1回 

 

 

 

 

 

 

 

年間1回 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民、社会教育

関係者等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 生涯学習奨励事業 

(315) 

市民の生涯学習活動を促進するため、基金運

用益をもとに文化・スポーツ活動で特に顕著な

成績を収めた個人、団体を表彰します。 

 ・生涯学習推進大会 

 

 

 

2月13日 

青少年・成人 

８ 県所管事業 

 

家庭教育に携わる方やＰＴＡ等の学習機会

の充実を図るため、千葉県教育委員会主催事業

に参加します。 

・社会人権教育中央研修会、地区別研修会 

 

 

 

 

社会教育関係

者等 

９ 施設管理事業 

(941) 

市民の文化の向上と福祉の増進を図るため、

地域住民が研修や集会等を行う拠点である地

区会館を管理します。 

通 年  

 

 

 

 

 



№ 
事 業 名 

（事 業 費） 
目 的 ・ 内 容               時期・回数       対象・人数       

10 青少年問題協議会 

関係費 

(51) 

青少年に関する施策の関連調整を行うととも

にその効果的な推進を図ります。 

・青少年問題協議会 

 

 

10月23日 

協議会委員 

17人 

11 青少年育成関係事

業 

(994) 

青少年育成関係事業を円滑に遂行するため、

青少年健全育成関係団体等の連絡調整を行うほ

か、青少年育成袖ケ浦市民会議・少年少女発明

クラブを援助します。 

通 年  

12 青少年育成袖ケ浦

市民会議 

(1,171) 

※市民会議予算 

家庭、学校、地域社会が一体となり地域に密

着した実践活動を通して青少年の健全育成を図

ります。 

・青少年健全育成推進大会 

通 年 

 

 

7月4日 

関係者及び 

団体、市民 

13 そでがうらわんぱ

くクエスト事業 

(1,305) 

青少年に野外での非日常的な体験（全行程徒

歩移動・野外泊・自力生活等）をさせることに

より、自然や地域の方々とのふれあいを通じて

たくましい心身を育むとともに、未来の地域を

担う人材の育成を行います。 

7月27日～29日 小学5年生～ 

中学3年生 

14 放課後子供教室推

進事業 

(2,227) 

放課後の学校を活用して、安全で安心な子ど

もの活動場所を設け、地域住民・保護者ボラン

ティア協力のもと学習やスポーツ・文化活動、

地域住民との交流活動等を行います。 

長浦小学校では、専門家の指導による健康推

進講座に参加しながら子どもの活動と下校を見

守る「ちょいボラ講座」も実施します。 

通 年 昭和小学校 

長浦小学校 

根形小学校 

奈良輪小学校 

児童 

15 青少年相談員活動

事業 

(3,527) 

青少年の健全育成を図ることを目的に各種会

議、子どもスポーツフェスタ、ふれあいフェス

ティバル、支部活動等を実施します。 

通 年 青少年相談員 

64人 

16 学校音楽鑑賞事業 

(1,004) 

オーケストラの音楽を生で鑑賞し、また、体

験することで、音楽への興味関心や、音楽活動

参加への機運を醸成することを目的に、千葉県

・県教育委員会・実行委員会との共催で実施し

ます。 

12月18日 

12月22日 

昭和中学校 

蔵波中学校 

生徒・児童・職

員及び保護者等 

17 芸術鑑賞助成事業 

(800) 

(助成金予算額) 

優れた舞台芸術を鑑賞することにより、芸術

に対する理解と情操を養い、市民の文化の向上

を図ります。 

○市民芸術劇場の開催支援 

12月6日 文化協会 

市民 

 

18 芸術活動普及事業 

(283) 

芸術作品の展示や市民が主催する袖ケ浦美術

展の開催の支援を行い、市民の芸術への興味関

心を高めるとともに、芸術活動への参加意識の

向上を図ります。 

袖ケ浦美術展 

11月中旬 

実行委員 

出品者 

入場者 

 

19 文化財審議会関係

費 

(219) 

市指定文化財の指定及び文化財の保存・活用

に関して、教育委員会の諮問に応じて意見を伺

います。また、文化財の保護のための調査研究

活動を行います。 

通 年 

(会議4回) 

委員 7人 

 

 



№ 
事 業 名 

（事 業 費） 
目 的 ・ 内 容               時期・回数       対象・人数       

20 総合的な文化財の

保存・活用事業 

(1,629) 

市内に所在する文化財を後世に伝えるため、

指定文化財管理者に対して、管理費用などの補

助金を交付します。また、腐朽しやすい鉄製品

の保存処理等、文化財の総合的な保存・活用を

図ります。 

通 年 文化財 

指定等文化財

管理者 

21 埋蔵文化財整理棟

施設管理事業 

(2,649) 

埋蔵文化財保護に関わる施設を維持管理しま

す。 

通 年  

22 埋蔵文化財調査事

業 

(18,131) 

市内に所在する遺跡について、各種開発行為

と文化財保護の調和を図ります。破壊を免れな

い遺跡についてはその価値を明らかにするた

めの記録保存の発掘調査を実施します。また、

発掘調査成果を発掘調査報告書として刊行し、

遺跡の内容を周知します。 

通 年 埋蔵文化財 

事業者 

23 山野貝塚保存活用

事業 

(57,585) 

国史跡山野貝塚について、整備基本計画に基

づき、現地整備を実施します。また、史跡の適

切な保護のため史跡指定地の公有地化及び未

指定地の指定を進めます。さらに、ボランティ

ア活動の推進等により、山野貝塚の重要性を周

知し、市民の山野貝塚の保存活用に対する理解

を高めます。 

通 年 山野貝塚 

市民 

 

 

 



Ⅸ  公 民 館 活 動 

１．経営方針 

市民会館・公民館については、令和８年度を初年度とする第三期教育ビジョン後期基本計

画に基づき、以下３つの施策の方向性の実現に向けた取組を推進し、「未来を創る 心豊かで 

いきいきとした 人づくり」という基本目標の実現を目指します。 

また、前期基本計画の課題であった市民の関心や地域の課題に応じた講座の開催と併せ、

今後は、講座を活用した人材育成や、社会教育団体等との連携も強化し、市民による社会教

育活動の広がりと活性化を図ることで、すべての人のウェルビーイングの向上に向けた取組

を推進します。また、地域コミュニティの基盤強化に向けて、地域住民における学びの場の

機能強化等を通じ、社会教育を推進します。 

 

２．重点施策 

施策の方向性（１）一人ひとりの学びを支える生涯学習の充実 

施策① 市民への学習機会の提供と情報の発信 

 

施策の方向性（２）地域の教育力の向上 

施策① 家庭教育への支援 

施策② 青少年健全育成活動の充実 

 

施策の方向性（３）つながり、支えあう社会教育の充実 

施策① 誰もが主体的に学ぶことができる社会教育活動の推進 

施策② 社会教育関係団体の活動への支援 

施策③ 学びを支える地域人材の育成と活動の促進 



３．令和８年度講座・教室等一覧 ※は地区限定となります。

市民会館   Tel 62-3135

講　座　名　等 対　象　者　等

うたたねハッピークラブ ６月～12月 ７回 ０歳から就学前の幼児を持つ保護者　20人

　(平川公民館と共催）

小中学校家庭教育学級　※ ７月～12月 ４回 小中学生の保護者　各回募集　

こどもチャレンジ教室 ５月～２月 ８回 小学４～６年生　30人

世代間交流事業 11月～12月 ２回 小中学生とその家族

女性セミナー ６月～12月 ７回 成人女性　40人

大人のチャレンジ講座 1月～3月 ３回 成人男女　20人

単発講座　※ 12月 １回 成人男女　50人

昭和ふれあい教室　※ ５月～1月 ８回 60歳以上の男女　120人

第39回市民会館まつり 10月31日、11月1日 市民　

第44回市民音楽フェスティバル　※ 11月22日 市民　

第39回芸能文化まつり　※ １月24日 市民　

平川公民館　Tel 75－2195

講　座　名　等 対　象　者　等

うたたねハッピーくらぶ ６月～12月 ７回 ０歳から就学前の幼児を持つ保護者　20人

　(市民会館と共催)

小学校家庭教育学級　※ ４月～９月 ５回 小学生の保護者　各回募集

中学校家庭教育学級　※ ４月～１月 ６回 中学生の保護者　各回募集

こどもクラブ　※ ６月～１月 ５回 小学１～６年生　各回募集

書き初め教室　※ 12月 １回 小学３～６年生　20人

園芸講座 ５月～12月 ７回 成人男女　45人

初心者・シニア向けスマート ６月～11月 ３回 成人男女　各回25人

フォン教室

トライアル講座 ８月 １回 成人男女等多世代　30人

災害対策基礎講座 １月～２月 ３回 成人男女　20人

平川生活いきいき講座　 ６月～２月 ７回 60歳以上の男女　30人

ご近所高齢者講座　※ ８月～２月 ２回 60歳以上の男女　20人

第38回公民館まつり 11月14日、15日 市民

長浦公民館　Tel 62－5713

講　座　名　等 対　象　者　等

子育てパパ応援講座 ６月～12月 ５回 ２歳から就学前の幼児と父親　15組

小中学校家庭教育学級　※ ７月～１月 ６回 小中学生の保護者  各回募集

わんぱく教室　※ ５月～２月 ８回 小学校３年生～６年生　30人

まるごと体験セミナー ４月～11月 ７回 成人男女　15人

ながうら遊学塾 ５月～１月 ６回 成人男女　50人

お正月飾りづくり講習会 12月 １回 成人男女　25人

長浦さわやかスクール　※ ５月～１月 ８回 60歳以上の男女　250人

第39回公民館まつり 11月14日、15日 市民

実 施 期 間 等

実 施 期 間 等

実 施 期 間 等



根形公民館　Tel 62－6161

講　座　名　等 対　象　者　等

幼児家庭教育学級 ９月～10月 ２回 ２歳～就学前の幼児と保護者　20組

小中学校家庭教育学級　※ ６月～9月 ６回 小中学生の保護者　各回募集

花まる絵画教室 ６月～12月 ６回 小学校低学年　16人

子ども絵画教室 ５月～1月 ９回 小学校高学年　16人

ねがたオープンキャンパス ８月 ４回 根形地区の青少年及び登録サークル等

　(ねこまろ)　※

成人絵画教室 ５月～２月 10回 成人男女　15人

地域再発見講座 ６月～２月 ７回 成人男女　24人

根形ニコニコ教室　※ ５月～２月 10回 60歳以上の男女　60人　

災害に備える講座　※ ９月～２月 ３回 根形地区住民　他

公民館まつり2026 市民

根形公民館サークル作品展 ３月 講座生・サークルによる交流・展示

平岡公民館　Tel 75－6677

講　座　名　等 対　象　者　等

お子さんと一緒に！健康な心と ６月～12月 ５回 ２歳～就学前の幼児と保護者　20組

体づくり講座(幼児家庭教育学級）

小学校家庭教育学級　※ ７月～２月 ５回 小学生の保護者　各回募集

ひらおか子ども教室　※ ６月～１月 ５回 小学生　各回募集

ジュニアチャレンジ講座　※ ８月 ２回 中学生　20人

国際理解セミナー ９月～１月 ５回 成人男女　30人

わくわく女性倶楽部　 ５月～２月 ６回 成人女性　40人

ひらおかハッピータイム　※ 12月 １回 子どもから高齢者　25人

みんなでつくる地域の避難 9月～12月 ２回 平岡地区住民　各回募集

所講座　※

ひらおかシニアセミナー　 ５月～１月 ６回 60歳以上の男女　40人

文化・スポーツまつり 10月31日、11月1日、11月3日 市民

各館共通

公民館運営審議会 公民館における各種事業の企画実施について調査審議します。

利用者懇談会 定期利用団体等を中心に公民館の効果的な利用について意見を求めます。

社会教育推進員活動 地域住民の代表として、公民館事業の企画、運営を行います。

二十歳を祝う会 20歳となった青年を地域ごとに祝います。令和9年1月10日実施。

青少年相談員支部活動

子ども会支部活動 青少年の健全育成を図るために子ども会育成会の支部活動を支援します。

（市民会館のみ）

地区住民会議 青少年の健全育成を地域全体で推進するための活動を支援します。

青少年の健全育成を推進するために青少年相談員の支部活動を支援します。

実 施 期 間 等

実 施 期 間 等

10月31日、11月1日



Χ 図  書  館 

１．経営方針 

図書館は、第三期教育ビジョンにおける施策の方向性の一つである「一人ひとりの学びを支え

る生涯学習の充実」を推進するため、「市民に親しまれる図書館活動の充実」に取り組みます。 

そのため、袖ケ浦市第 4 次図書館サービス網計画に基づき、乳幼児から高齢者まで地域の特性に則

した、市民の多種多様・高度化する要求に応えられる図書館サービスの充実を図ります。また、市民

一人ひとりの学習課題、生活課題、地域課題の解決を支援します。 

 

２．重点施策  

（１）資料及び情報の収集、提供等 

市民の多種多様な読書要求に応え、高度化する課題の解決を支援するため、社会情勢や地域

の実情に留意しつつ、「袖ケ浦市立図書館資料収集規程」及び「袖ケ浦市立図書館資料選定基準」

並びに「袖ケ浦市資料除籍基準」に基づき、図書館資料の収集、整理、保存を行い、内容の充実

を図ります。 

資料や情報の提供にあたっては、利便性に配慮し、地域や年代等にかかわりなく広く市民が

利用できるよう努めます。また、地域の身近な情報拠点として、市民の様々な課題の解決を支援

します。 

〇市民に最新の情報を提供し、開架書架の 4％程度を更新できるよう新刊図書等を収集する

とともに、郷土行政資料について寄贈を積極的に呼びかけます。 

〇電子データで公表された行政資料を製本し図書館資料として受け入れるほか、さらに電子

資料としても収集します。 

〇図書館や市における情報伝達手段を活用して、図書館の利用についての広報を行い、図書

館の利用喚起を図ります。 

〇袖ヶ浦高校の新入生に利用申込書を配布し、申込希望者は学校を通じて申し込めるように

することで、新規登録者数と利用の増を目指します。 

〇幅広い年代に対して図書館の豊富な蔵書を幅広く紹介する様々な企画を推進し、利用の拡

大に努めます。また、個々の興味関心や様々な課題に対応できる資料の収集と提供を推進

します。 

〇図書館へ来館しなくてもインターネットを通じていつでも利用できる電子図書館サービス

について、ｗｅｂＯＰＡＣで電子書籍と紙書籍をあわせて検索できることを周知し、電子

図書館の利用機会の拡大を図ります。 

〇電子図書館の周知及び貸出増のために、電子図書館講座を開催します。 

〇個人への貸出だけでなく、学校や地域、企業等における読書活動を支援する団体貸出サービ

スを推進します。 

〇図書館運営に市民の声を反映させるとともに、図書館利用者の満足度を調査するため、利用

者へのアンケートを実施します。 

〇図書だけでなくインターネットやデータベース等も活用し、個人の学習及び調査研究や行

政機関等における情報収集など様々な課題解決を支援するため、資料及び情報の提供・紹

介等を行うレファレンスサービスを推進します。 

 

（２）利用者に応じたサービス 

市民の様々なニーズに対応するため、利用者の特性に応じたきめ細かいサービスを展開します。 

①乳幼児と保護者に対するサービス 

〇家庭における読書活動を推進するため、乳幼児向けの事業の充実を目指し、4か月児教室

でブックスタート事業及び個別の読み聞かせの「すきすき絵本タイム」を実施します。 

〇乳幼児を対象とする絵本の読み聞かせ、手遊びなど子どもの発達段階に応じたおはなし会を



実施し、乳幼児が保護者とともに読書に親しむことのできる環境の充実を図ります。 

〇対象年齢別のおすすめ図書リスト発行や児童室でのおすすめ図書の展示等を通じて、保護者

が読書に関心を持ち、親子で読書活動を楽しむための情報提供を積極的に行います。 

〇ブックスタートボランティアスキルアップ講座を開催し、ブックスタート及びすきすき絵本

タイムの更なる充実を図ります。 

〇おはなし会ボランティアスキルアップ講座を開催し、おはなし会の更なる充実を図ります。 

〇幼稚園、保育所や子育て支援施設等への出張おはなし会を行い、乳幼児の読書活動の支援を

行います。 

②児童・青少年に対するサービス 

〇児童･青少年が本に親しみ、読書の楽しさを体験できるように、子どもの発達段階に応じたお

はなし会を実施するとともに、小中学校等への出張おはなし会を実施します。 

〇おはなし会ボランティアスキルアップ講座を開催し、おはなし会の更なる充実を図ります。

（再掲） 

〇対象年齢別のおすすめ図書リストの発行や児童室、青少年コーナー等でのおすすめ図書の紹

介展示を行います。 

〇カウンターで読書相談やレファレンスに応じるほか、学校への団体貸出を通じて児童･生徒の

調べ学習や読書活動を支援します。 

〇「こどもの読書週間記念行事」や「夏のトショロフェア」「読書の秋トショロフェア」な

ど、子どもが読書に関心を持つきっかけとなるイベントを開催します。 

〇袖ヶ浦高校の新入生に利用申込書を配布し、申込希望者は学校を通じて申し込めるようにす

ることで、新規登録者数と利用の増を目指します。（再掲） 

〇市内の中学校･高等学校と連携し、中学生や高校生の読書意欲を喚起する取組を積極的に推進

します。 

〇デイジー図書（視覚障がいなどにより活字の読みが困難な人のために製作されるデジタル図

書の国際標準規格）を活用し、学習障がい、発達障がい、知的障がい等により読みに苦手さ

のある子どもに対する読書支援を図ります。 

③成人に対するサービス 

〇20 代から 50 代の市民が抱える就職･転職、起業、職業能力開発、日常の仕事、また、子育

て、教育、若者の自立支援や健康･医療、福祉、法律など様々な課題について、資料の充

実と活用を図ります。また、社会の変化や技術の進展に的確に対応し、データベース等の

電子資料も活用し、利用者が求める資料や情報の提供を適切に行えるよう努めます。 

〇課題解決支援の一環として、勤労世代の関心の高いテーマを取り上げた講座を開催します。 

〇文芸作品への興味と理解を深めるため、専門の講師を招いて文芸講座を開催します。 

④高齢者に対応するサービス 

〇介護予防・健康づくりに関する資料、趣味や社会参加などセカンドライフの充実につながる

資料のほか、大活字本や朗読ＣＤなど高齢者でも読書に親しみやすい資料の充実と活用を

図ります。 

〇高齢者施設への団体貸出を通じて高齢者の読書活動を支援します。 

⑤図書館利用に障がいのある人に対するサービス 

○心身の障がいや長期のケガ、病気等により図書館への来館が困難な市民への配送貸出し、活

字による読書が困難な市民へのデイジー図書の提供などの障がい者サービスを実施し、そ

のサービス内容の周知に努めます。 

〇デイジー図書を活用し、学習障がい、発達障がい、知的障がい等により読みに苦手さのある

子どもに対する読書支援を図ります。（再掲） 

○電子申請による袖ケ浦市立図書館利用申込の受付、ホームページからのレファレンスや未

所蔵リクエストの申し込みの受付、電子図書館など、日常的な図書館利用が困難な市民に対



してインターネットを活用したサービスの周知に努めます。 

⑥多文化サービス 

〇外国の言語や文化に対する関心を高めるため、各国事情に関する図書や外国語図書を収集

し、その紹介に努めるとともに、外国語図書を活用した取組を行います。 

〇図書館で所蔵する多言語対応の電子絵本を活用し、日本語を母語としない子どもに対する読書

支援を図ります。 

 

（３）多様な学習機会の提供 

多様化する課題に的確に対応するため、様々な関係機関と連携して資料や情報、学習機会を提供

します。また、市民ボランティアと連携した事業を展開し、事業の充実を図るとともに、住民相互の

交流を促進します。 

〇市内の幼稚園、小中学校及び高等学校と連携し、児童生徒のおすすめ図書や作品を図書館で

紹介、展示します。 

〇各交流センター、郷土博物館と事業の連携を図り、公民館事業への講師派遣や資料提供、郷

土博物館と連携した資料展示などを行います。 

〇ブックスタートボランティアスキルアップ講座を開催し、ブックスタート及びすきすき絵本

タイムの更なる充実を図ります。（再掲） 

〇おはなし会ボランティアスキルアップ講座を開催し、おはなし会の更なる充実を図ります。

（再掲） 

〇様々な機会を通じて、図書館ボランティアの企画事業を推進するとともに、図書館で活動す

るサークルに成果発表の場を提供します。 

〇読書普及事業終了後に参加者へのアンケート調査を実施し、市民の声を反応させるととも

に、懇談会を実施し、参加者の交流の場を設けます。 

〇図書館が広く市民に利活用されるために、市及び図書館の広報紙やホームページ、ＳＮＳ等

様々な媒体を活用して、図書館の資料や読書普及事業等について積極的な情報発信を行いま

す。 

〇図書館や市における情報伝達手段を活用して、図書館の利用についての広報を行い、図書館

の利用喚起を図ります。（再掲） 



３．令和８年度図書館事業一覧 (単位：千円）

1 図書館協議会
関係費（225）

地域住民と図書館の架け橋的役割を担う委員
が、図書館の持つ課題について研究協議し、図
書館奉仕活動の振興を図ります。

会議 3回
7月・11月・2
月

協議会委員
 10人

2 図書館運営事
務費
（81,905）

市民に親しまれる図書館活動の充実を目指し、
中央図書館、長浦おかのうえ図書館、平川図書
館、公民館図書室を有機的に結合させ、「いつ
でも、どこでも、誰でも、どんな資料でも」利
用できる図書館づくりを進めます。

開館日数
中央・長浦
296日
平川 283日
根形・平岡
301日

市全域

3 図書館資料購
入費
（23,114）

中央図書館、長浦おかのうえ図書館、平川図書
館、交流センター図書室の資料を計画的に整備
し、市民の生涯学習要求に応じた資料の充実を
図ります。

通年 市全域

(1) 図書購入
(18,348)

・中　央　　　3,721冊
・長　浦　　　3,657冊
・平　川　　　1,021冊
・根　形　　　  194冊
・平　岡　　　  188冊
 　 計　　　  8,781冊

(2) 視聴覚資
料購入 (162）

・ＤＶＤ　　　　　　　  5点
・コンパクトディスク　 15点
　　　計　　　　　　　 20点

(3) マイクロ
フィルム等購
入
(141)

地方新聞のマイクロフィルム、ＤＶＤ-ＲＯＭを
収集し、地域の遡及的な調査研究に役立てま
す。
・新千葉新聞
・千葉日報縮刷版　DVD-ROM版

(4) 新聞・雑
誌購入
(2,890）

　　　　　 <新聞>　　<雑誌>
・中　央　　11紙　　  72誌
・長　浦    10紙      49誌
・平　川　　 3紙　　　18誌
　　計　　　24紙　　 139誌

(5) その他
(1,573)

・官報情報データベース、法情報データベー
ス、図書データ作成委託、Web 版新刊全点案内
ほか

4 電算処理事業
（18,234）

中央図書館、長浦おかのうえ図書館、平川図書
館、交流センター図書室のネットワークを活用
し、迅速かつ均一な図書館サービスの提供を図
ります。
また、ホームページを充実させ、利便性の向上
と図書館からの情報発信に努めます。
・図書館電算システム（図書館業務用クラウド
システム及び電算機器一式）
・読売新聞、
・日本経済新聞データベース、TOOLi

通年 市全域

No.
事業名

（事業費）
目的･内容 時期･回数 対象･人数



No.
事業名

（事業費）
目的･内容 時期･回数 対象･人数

5 読書普及事業
（900）

読書に関する様々な講座・講演会を開催し、よ
り広範囲な住民の図書館利用の促進と、読書の
質的向上を図ります。

市全域

(1) 児童奉仕
推進事業
(80)

読書への導入として、乳幼児期から子どもの発
達段階に応じた各種おはなし会を行います。
また、ボランティアを育成し、おはなし会の更
なる充実を図ります。
・こどもの読書週間記念行事
・おはなし会
・えほんのひろば
・おひざにだっこのおはなし会
・すきすき絵本タイム
・出張おはなし会
・おはなし会ボランティアスキルアップ講座

通年

全館
図書館3館
　〃
　〃
根形・平岡
保育所ほか
年1回

0歳～小学生
4歳～小学生
3歳～小学生
0歳児～
〃
市全域
ボランティア

(2) ブックス
タート
(644)

乳幼児期からの読書活動を推進するため、保健
センターの４か月児教室開催時に、ボランティ
アが幼児向け絵本の読み聞かせを行いながら絵
本などを手渡します。

通年
保健センター
12回

市内在住の0
歳児

(3) 文芸講座
(102)

文芸作品をテキストとして、講師を招いて読解
し、連続講座の中で作品の理解を深めます。

10月～12月
5回

各40人

(4) 資料展示
(2)

図書館所蔵資料の中から特定のテーマのものを
取り上げて展示することにより、ふだん目にふ
れにくい資料を紹介し、読書に対する興味を深
めます。

通年
(3回)

(5) 視聴覚資
料活用事業
(7)

図書館所蔵の視聴覚資料を有効に活用し、ボラ
ンティアと協働し、映画会を行います。

通年
名画 　12回
子ども　5回

【定員】
中央 50人
長浦 120人
平川 30人

(6) 夏のト
ショロフェア
(4)

夏休み期間中に、子どもの知的好奇心を刺激す
る講座や、親子で読書を楽しむ様々な催しを行
い、図書館に親しみながら、将来の図書館を活
用した生涯学習のための基礎をつくる場としま
す。

7月～8月

(7) 読書の秋
トショロフェ
ア (13)

読書週間（10月27日～11月9日）の前後に、市民
がより読書と図書館に親しめるような様々な催
しを行うとともに、図書館利用グループ等の学
習成果発表の場を設けて、市民の交流の場とし
ます。

10月～11月

(8) 障がい者
サービス
(40)

図書館利用に障がいのある市民を対象に、宅配
サービスを実施するほか、視覚や読みに障がい
がある市民も利用しやすい資料を提供します。

通年

(9) 社会教育
推進員活用事
業 (8)

市民のリーダーとして社会教育推進員を養成
し、図書館事業に活用していくことで、地域の
教育力の向上と新しい図書館づくりを目指しま
す。

会議 3回
5月･9月･2月

推進員 13人

6 長浦おかのう
え図書館運営
事業
（87,679）

長浦おかのうえ図書館を支障なく運営できるよ
う、施設の整備と円滑な維持管理を図ります。

通年 一般



No.
事業名

（事業費）
目的･内容 時期･回数 対象･人数

7 電子図書館
サービス事業
（2,092）

学業や仕事などで余暇時間が少なく、図書館へ
来館する機会を持つことが難しい方でも２４時
間好きな時に図書を借りることができる電子図
書館サービスを実施し、更なる市民の読書環境
の充実と、図書館の利用機会の拡大を図りま
す。
・電子書籍　250タイトル
・クラウド使用料

通年 市全域

8 施設管理事業
（28,939）

中央図書館を支障なく運営できるよう、施設の
整備と円滑な維持管理を図ります。

通年 一般



Ⅺ 郷 土 博 物 館 

１．経営方針                        

郷土博物館では、第３期教育ビジョン後期計画の基本目標である「未来を創る 心豊か

で いきいきとした人づくり」の実現に向け、生涯学習活動の機会や場を提供し、地域の

人づくりや絆づくりに貢献するとともに、郷土の歴史と文化を学び後世に伝える活動を推

進します。 

そのため、郷土博物館は、「袖ケ浦市郷土博物館の使命」に示す４つの項目を重点施策

とし、国史跡・山野貝塚をはじめ、市内の文化遺産（地域資料）についての調査研究活動

及び収集・保管・展示を行い、市の歴史を探ります。 

また、市民学芸員・友の会等との協働により教育普及事業・博学連携事業のさらなる充

実を図り、市民や学校への学習支援を行い、市民活動の場、知的交流の場としての利用を

促進するとともに、その担い手である市民学芸員や友の会会員をはじめとした人材の育成

にも力を入れて参ります。 

引き続き、多くの来館者が安心・安全に利用していただけるように、施設を適切に管理

します。 

 

２．重点施策 

(1)地域の文化的な個性を探り、継承し、その発信拠点となります。 

博物館活動の原点である地域における調査研究と地域資料の収集・保存・管理に努め、

市民の共有財産として次世代に継承します。特に、上総掘りの技術については、掘削技術

を周知するほか、次世代へ技術を継承する人材の育成と、技術を活用した井戸掘削の実践

と利活用を図ります。 

また、地域資料の調査研究の成果を各事業の開催により市民と共有します。 

さらに、ホームページ・新聞等を活用して博物館活動を広くPRし博物館利用の促進を図

ります。 

 

① 調査研究 

 ・中世荘園に関する調査 

 ・民俗芸能・伝統行事に関する調査 

・袖ケ浦市の弥生時代・古墳時代に関する調査 

・館蔵史料の調査研究 等 

② 上総掘り技術の周知と継承 

  ・上総掘り掘削技術の周知と人材育成 

  ・井戸掘削の実践と利活用 

  ・井戸掘削事業への支援 

  ・資材調達  

 ・活動PR  

③ 地域資料管理活用事業の展開   

・地域資料の調査収集及び活用 



・収蔵保管資料の適正な管理 

・収蔵資料の修復委託（奈良輪漁業組合資料） 

   ・ホームページによる情報発信 

・古文書等表題データベース作成 

・埋蔵文化財写真デジタル化 

・『袖ケ浦市史研究』第23号刊行 

 

(2)市民の学習の場・知的交流の場となって、地域文化の向上に貢献します。 

市民の学習や知的交流の場として、市民の多様なニーズを考慮しながら、企画展や各種

イベントを計画的に開催します。また、市民が自らの意志で参画できる事業を企画し、地

域の学習力や地域文化の向上に貢献します。 

博学連携事業は小学校の学習指導要領に基づき、更なる充実を図るため、身近な学びの

場として子どもたちが日常的に活用できるように博物館活動の周知に努めます。 

さらに、博物館活動のパートナーである市民学芸員や友の会の活動を支援するととも

に、新たな人材の発掘と育成を図り、市民と共に歩む博物館活動の充実に努めます。ま

た、市内外の各種団体との連携により地域の魅力発信に努め、地域文化の向上に貢献しま

す。 

① 展示更新推進事業の展開 

・企画展２回 

ⅰ 企画展Ⅰ「昭和100年記念展示 みんなの昭和、わが家の100年」 

ⅱ 企画展Ⅱ「星の導き、天の声」 

・常設展示の部分更新 

・旧進藤家住宅での各種展示 

・ロビー展示・ミニ企画展等の開催 

・万葉植物園の活用（市民学芸員協働実施） 

・指定文化財の活用 

②  教育普及事業の推進 

  ・そではく考古学専門講座の開催  

・博物館講座「袖ケ浦学」の開催 

・友の会、市民学芸員、上総掘り技術伝承研究会等諸団体との協働による事業の開催 

・上総掘りによる井戸掘削事業の実施 

・夏の子ども向けイベントの開催 

・市民学芸員イベントの開催 

③  博学連携事業の拡充 

・校外学習支援(市内・市外) 

・資料の貸出 

・学習相談 

・教員対象研修の実施 

・学校向けワークシートの作成・更新・活用 

  ・アウトリーチ活動(出前講座・出前授業・現場出張) 



・山野貝塚体験型プログラムの活用 

・学校図書館との連携促進（物流システムの活用） 

④  みんなにやさしい事業の推進 

  ・高齢者施設との連携（博福連携：博物館と福祉施設等の連携） 

・多言語対応の推進 

 ⑤  ボランティアの養成と支援 

  ・市民学芸員主催イベント(万葉こどもまつりなど)への支援 

・市民学芸員フォローアップ研修の実施と市民学芸員の生涯学習サポート 

・市民学芸員養成講座の実施と新規市民学芸員の育成  

・地域史掘り起こし研究への支援 

・グループ活動の支援 

・館蔵資料整理 

・協働による企画展開催のための調査 

 ⑥  郷土博物館友の会活動の支援 

  ・『友の会だより59・60号』の発行 

  ・友の会各グループ活動(凧の会・仏像を学ぶ会・太古の会、古文書いろはの会、機織

りの会、盆栽愛好会、植物画葉月の会）への支援 

  ・友の会グループ主催イベント（新春凧揚げ会、盆栽展示など）への支援 

     

 (3)市民の生涯学習拠点としての安全・安心な施設を提供します。 

市民の快適な学習環境を整えるために管理施設について定期的に点検を実施し、状況

を把握します。また、不具合が生じた箇所については、修繕等を行い、施設を維持管理

し、安全な学習環境を整えます。 

 

①  施設管理事業 

・安全点検の実施(月１回) 

・避難訓練、消火訓練及び救急訓練の実施 

・ＩＰＭ（日常的に収蔵環境を管理し、薬剤だけに頼らず文化財等をカビや虫等の有 

害生物から防除する方法：総合的病害生物管理）の理念に基づいた展示、収蔵環境

管理の実践 

・日常的な施設の維持管理及び修繕による安全確保 

 

 (4)博物館の社会的役割を意識し、地域に貢献します。 

学校・他の社会教育機関・博物館等とのつながりや地域の企業、ＮＰＯ等との交流・連

携をより強化するとともに、袖ケ浦公園・周辺の遺跡・歴史遺産を活用し、博物館と市民

が融合した魅力的な博物館活動を継続します。 

①  周辺施設との連携 

 ・公民館、図書館等社会教育機関でのアウトリーチ活動（出前講座・展示・現場出張

サービス） 

・袖ケ浦公園・根形公民館等との連携を強化し、事業の相乗効果をはかる。 



② 郷土博物館実習生の受入 

  ・学芸資格取得を目指す学生に対して、博物館法施行規則第１条に定める「博物館実

習」の機会を提供し、後進の育成を行う。 

③ 各博物館協会協議会等への参加 

・日本博物館協会、関東博物館協会、千葉県博物館協会、君津地方公立博物館協議会

へ参加し、各種団体及び機関との事業連携を図ります。 

④  博物館周辺の景観整備 

  ・緑地管理 

  ・万葉植物園等屋外附属施設管理   

・公園管理組合との共通認識をもった管理 

⑤  国県等の博物館施策及び文化財保護行政の動向把握 

  ・国県等の動向並びにこれからの博物館制度の動きを把握する。 

 ⑥  庁内関係各課との連携 

・生涯学習課と連携し、文化財情報の共有や協働事業の実施により相乗効果を高め

る。 

・生涯学習課と連携し、山野貝塚の整備計画の検討及び山野貝塚展示室での活用と令

和９年度特別展展示資料選出のための資料調査を行う。 

･公民館・図書館との連携 

 

 



３．令和８年度郷土博物館主要事業一覧                    (単位：千円) 

№ 
事 業 名 

(事 業 費) 
目 的 ･ 内 容 時期回数 対象・人数 

1 博物館協議会

関係費 

(216) 

博物館法第 23 条に基づき、博物館の運営に関し館長

の諮問に応じ、各種事業等の企画運営について審議を行

います。 

7 月・11 月 

2 月 

（年 3 回） 

委員 10 人 

2 博物館運営事業 

(6,013) 

博物館活動を円滑に遂行するための各種事務、並びに

日本博物館協会等の各種関係団体との連絡調整・情報交

換を行います。 

・博物館運営（庶務等事務（会計年度任用職員 2 名、受

付事務（土日祝日・会計年度任用職員 2 名）ほか） 

開館 300 日  

3 調査研究事業 

(106) 

地域の歴史に関する資料の収集・保存等の調査ととも

に企画展に関する調査を行います。また、今後の博物館

活動の基本となる調査項目を計画的に調査します。 

・中世荘園に関する調査 

・民俗芸能・伝統行事に関する調査 

・袖ケ浦市の古墳時代、弥生時代に関する調査 

通年  

4 教育普及事業 

(6,119) 

地域に根ざした博物館活動、市民の学習意欲に応えら

れる博物館活動の一環として、各種講習・講座の精査充

実を図るとともに、ミュージアム・フェスティバルや上

総掘りによる井戸掘削事業などの普及事業を実施しま

す。 

 一般 

博物館講座「袖ケ浦学」 5 回 各 40 人 

自然と歴史の散策会 2 回 各 40 人 

そではく考古学専門講座 3 回 各 35 人 

友の会、市民学芸員、上総掘り技術伝承研究会の活動支

援 

通年  

上総掘りによる井戸掘削事業の実施 通年  

第 29 回ミュージアム・フェスティバル 6 月 6.7 日

(土・日) 

一般 

 

5 地域資料管理活

用事業 

(4,293) 

  博物館収蔵資料の効果的かつ適切な管理活用を行う

とともに、将来的な市史編さん事業を見据えた資料の収

集・保存・管理を継続して行い、公図等一部の資料の閲

覧を可能とすることで、資料の有効活用を図ります。 

・収蔵資料を活用した事業 

・情報メディアによる資料公開 

・館蔵史料保存修復 

・古文書等表題データベース作成 

・「袖ケ浦市史研究」第 23 号刊行 

通年 一般 

 

 

 

 

 

 

31 点 

 

 



№ 
事 業 名 

(事 業 費) 
目 的 ･ 内 容 時期回数 

対象・人

数 

6 博学連携事業 

(56) 

博物館と学校が連携をすることで、未来を担う子ども

たちが郷土の歴史や文化を体験する機会を提供します。

また、本事業にかかわる市民学芸員（ボランティア）の

学習機会を支援することで、地域社会の活性化・教育力

の向上を図ります。 

・校外学習支援 

・アウトリーチ（出前展示・出前授業等）活動 

・学習相談 

・資料貸出 

・山野貝塚体験プログラムの活用 

通年 小学生～

大学生及

び教員 

7 展示更新推進

事業 

(3,497) 

 

映像・歴史・民俗・産業各室における展示及び情報提

供によって、袖ケ浦の暮らしの移り変わりと現在の姿に

ついての理解を深め、袖ケ浦らしさに基づいた価値観の

共有を目指します。さらにアクアラインなるほど館・旧

進藤家住宅・万葉植物園等の屋外展示施設の有効活用を

図ります。また、市民学芸員（ボランティア）との協働

により、企画展の開催や常設展示の更新を実現します。 

・常設展示の部分更新、旧進藤家住宅での各種展示 

・企画展の開催（２回） 

① 企画展Ⅰ「昭和 100 年記念展示 みんなの昭和、わ

が家の 100 年」 

② 企画展Ⅱ「星の導き、天の声」 

・万葉植物園の活用 

通年 

 

 

 

 

 

 

企画展 

①7 月 4 日 

～8 月 23 日 

②10 月 3 日 

～12 月 13 日 

一般 

 

 

 

8 市民学芸員協

働事業 

(1,123) 

・市民学芸員養成講座の実施と新規市民学芸員の育成  

・市民学芸員フォローアップ研修の開催 

・市民学芸員主催イベントへの支援 

・企画展Ⅰの協働による実施 

養 成 講 座 

4 月～2 月、

フォローア

ッ プ 研 修

10 月・2 月 

一般 

9 施設管理事業 

(28,851) 

博物館の立地特性を活かし、恒常的に快適な学習環

境・レクリエーション環境を来館者に提供するために、

本館・屋外施設の維持管理・整備に努めます。 

・毎月の安全点検    

・施設の維持管理、修繕等による安全確保 

・避難訓練及び救急訓練の実施 

通年 一般 

 

 



 

 

令和８年度袖ケ浦市教育基本方針 
 

Ⅰ 基本方針 
 

本市では、市が目指す将来の姿である『みんなでつくる 人つどい 緑かがやく 安心のまち 袖ケ浦』の実現

に向け、令和８年度から令和１３年度までを計画期間とする後期基本計画を策定し、教育・文化においては「豊

かな心とふるさとの文化を育むまちづくり」を目指しています。 

また、教育委員会では、令和８年３月に、本市教育行政が取り組むべき基本的な方向性と施策を体系的にまと

めた『第三期袖ケ浦市教育ビジョン後期計画（袖ケ浦市教育振興基本計画）』を策定し、基本目標に『未来を

創る 心豊かで いきいきとした 人づくり』を掲げるととともに、【こども】【生涯学習】【文化財・文化芸術】の３つ

の方針と施策の方向性を定めました。 

令和８年度は計画の初年度として、従前からの取組を含め、計画に掲げた施策を推進してまいります。 

令和８年度の主な取組について、【方針１ こども】では、個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実や

資質・能力の育成、心身の健康の増進と体力の向上を図ることで、「知・徳・体」のバランスの取れた「生きる力」

を身に付け、こどもが自ら社会の創り手となり、自らの可能性を広げて主体的に道を切り拓いていくことを目指し

てまいります。 

また、社会の変化に対応する学校教育の推進として、本年１月に更新した市内小中学校の児童生徒用ＧＩＧＡ

スクールタブレット端末によるデジタルコンテンツの利活用を促進し、学習効果を高めてまいります。 

さらに、地域に開かれた学校づくりとして、地域の特性を活かした特色のある教育活動を推進する一環として

のコミュニティ・スクールの導入について検討してまいります。 

加えて、安全・安心で質の高い教育環境の整備として、学校施設の照明器具ＬＥＤ化の計画的な推進や、体育

館への空調設備設置に向けた準備を進め、良好な教育環境と避難所機能の強化を図るとともに、学校給食につ

いては、こどもの適切な栄養の摂取と健康の保持増進を図りつつ、小学校では、国の給食費負担軽減交付金等

を活用した、保護者の負担軽減を図ってまいります。 

【方針２ 生涯学習】では、一人ひとりの学びを支える生涯学習の充実として、引き続き、市民の学習機会の提

供や市民に親しまれる図書館活動の充実を図るとともに、地域の教育力の向上として、現在、昭和、長浦及び根

形小学校の３校で実施している放課後こども教室を、新たに奈良輪小学校で実施し、こどもの居場所づくりや、

地域でこどもを見守る活動の充実を図ってまいります。 

【方針３ 文化財・文化芸術】では、郷土の歴史と文化を学び、伝える活動の推進として、山野貝塚の保存活用

に向け、「史跡山野貝塚整備基本計画」に基づく整備工事を開始するとともに、引き続きボランティアとの協働に

よる史跡ガイドや維持管理を推進してまいります。 

また、地域に伝えられた資料を後世に継承するため、文化財等の適切な保存・活用とデジタル化を進めるとと

もに、重要無形民俗文化財に指定されている「上総掘りの技術」を活用し、井戸掘削を行いながら技術継承者

の育成を図るなど、伝統技術の周知と無形民俗文化財への理解を深める取り組みを進めてまいります。 

以上、これらのことを踏まえ、本市教育の向上に努め、第三期袖ケ浦市教育ビジョン後期計画に掲げた基本目

標の実現を目指してまいります。 

  

報告・連絡（１）



 

 

Ⅱ 目標と取組 
 

基本目標 「未来を創る 心豊かで いきいきとした 人づくり」 

本市では、令和３年に策定した第三期教育ビジョンにおいて、基本目標を「未来を創る 心豊かで いきいき

とした 人づくり」と掲げました。 

将来を担うこどもには、今後も様々に変化していく社会の中で、明日に夢を抱き、その実現に向けて力強く未

来を切り拓いていく「生きる力」と、人としての優しさを兼ね備えた「心の豊かさ」が必要だと考えます。 

また、人生１００年時代を迎え、市民が生涯にわたって自ら学び、考えて判断し、その成果を生かすことができ

る社会の実現が重要となっています。 

そのため、後期計画においても、引き続き、基本目標の実現に向けた教育の振興を図ります。 

 

 

方針１ 【こども】 心豊かな たくましいこどもの育成を支援します 

将来の予測が困難な時代において、個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実や資質・能力の育成、

心身の健康の増進と体力の向上を図ることで、「知・徳・体」のバランスの取れた「生きる力」を身に付け、こど

もが自ら社会の創り手となり、自らの可能性を広げて主体的に道を切り拓いていくことを目指します。 

 

施策の方向性１ 「生きる力」の基礎を培う幼児教育の推進 

幼児期は、生涯にわたる人間形成の基礎が培われる最も重要な時期であるため、幼児教育においては、

一人ひとりの発達の段階に応じ、生活や遊びを通じて、健やかな心と体を育み、道徳心を芽生えさせるなど、

「生きる力」の基礎を培うことが求められています。 

そのため、「生きる力」の基礎を養うべく、こどもの発達や学び、指導の連続性を重視し、幼稚園・保育所

（園）及び認定こども園と、小学校の連携を促進します。 

また、核家族化や少子化の進行に伴う保護者の子育てに関する不安の解消に努めます。 

◎ 令和８年度 施策別の取組 

施策① 幼稚園、保育所（園）及び認定こども園の連携と小学校へのなめらかな接続の推進 

 相互保育参観や合同研修会、情報交換会を活用した保育士・教職員相互の連携促進 《学校

教育課》 

 「袖ケ浦市幼児教育カリキュラム」を生かした、幼稚園や保育所（園）、認定こども園から小学

校へのなめらかな接続 《学校教育課・総合教育センター》 

 幼稚園や保育所（園）、認定こども園への巡回訪問 《学校教育課・総合教育センター》 

施策② 幼児教育段階の子育て支援体制の充実 

 「袖ケ浦市こども計画」と連携した事業の推進 《学校教育課》 

 



 

 

施策の方向性２ 「生きる力」を育む学校教育の推進 

義務教育においては、調和のとれた人間性の育成を目指し、こどもへの基礎的・基本的な内容の確実な

定着を図るとともに、社会の変化を柔軟に捉え、よりよく問題を解決する資質や能力が求められます。 

本市では、こどもが生きていることに喜びを感じながら、生涯にわたり学び続け、社会の一員として個性を

伸ばしながら自立していくための基礎を学校教育で身に付けられるよう、基礎的・基本的な知識・技能、思

考力・判断力・表現力、主体的に学習に取り組む態度などの確かな学力の育成、豊かな情操や人間性を育

む心の教育や心身の健康・体力の保持増進に関する指導の充実など、「生きる力」の育成に努めます。 

また、多様化・複雑化する教育的ニーズに対応するため、学校生活全般にわたり生徒指導を十分機能さ

せるとともに、教育相談体制及び不登校等のこどもへの支援や特別支援教育の充実を図り、一人ひとりが

持つ可能性を最大限に伸ばす教育を推進します。 

さらに、伝統文化や郷土を学ぶ教育を推進し、未来を創る市民の育成を図ります。 

加えて、教育課程の編成にあたっては、こどもや地域等の実態を踏まえ、その実施・評価・改善を組織的

かつ計画的に実施するカリキュラムマネジメントを通して、教育活動の質の向上を図ります。 

◎ 令和８年度 施策別の取組 

施策① 基礎的・基本的な知識・技能と思考力・判断力・表現力の育成 

 個別最適な学びや協働的な学びを一体的に充実させ、ＩＣＴを活用した「主体的・対話的で深

い学び」の視点からの授業改善 《学校教育課・総合教育センター》 

 基礎学力向上支援教員及び特別支援教員の活用 《学校教育課》 

 読書環境の整備と言語活動の充実 《学校教育課・総合教育センター》 

施策② 規範意識の醸成と豊かな情操や道徳心の育成 

 学校教育活動全体を通じた道徳教育の充実 《学校教育課》 

 「がうらっ子の心得」を活用した基本的生活習慣の定着 《学校教育課》 

 体験活動検討委員会の実施 《学校教育課》 

 豊かな心を育む読書活動の充実 《学校教育課・総合教育センター》 

施策③ 心身の健康の保持増進と体力向上に関する指導の充実 

 学校給食センターと連携した食に関する指導の充実 《学校教育課》 

 学校体育の指導力の向上と体育科授業の充実 《学校教育課》 

 武道教育における指導の充実と社会人指導者の活用促進 《学校教育課》 

 部活動改革の推進と身近な地域における生徒のスポーツ環境の整備・充実 《学校教育課》 

施策④ 一人ひとりの自立を育む生徒指導の充実 

 生徒指導の機能を生かした教育活動の展開と生徒指導体制の確立 《学校教育課・総合教育

センター》 

 児童・生徒指導センターによる児童生徒の問題行動や安全確保への対応支援 《学校教育

課・総合教育センター》 

 いじめや暴力行為を許さない学校風土の醸成 《学校教育課・総合教育センター》 

 



 

 

施策⑤ 教育相談体制及び不登校のこども等への支援の充実 

 学校及び総合教育センターにおける教育相談体制の充実 《学校教育課・総合教育センター》 

 不登校児童生徒の学習機会の確保と支援体制の充実 《学校教育課・総合教育センター》 

 教育支援教室「のぞみ学級」における、実態に応じた支援 《総合教育センター》 

施策⑥ 一人ひとりの能力や可能性を伸ばす特別支援教育の充実 

 通常学級における特別支援教育の推進 《学校教育課》 

 学校全体及び関係機関等と連携した特別支援教育体制の拡充 《学校教育課・総合教育セン

ター》 

 特別支援教育に関する教職員研修による専門性の向上 《総合教育センター》 

 日本語以外の母国語を使用するこどもへの支援 《学校教育課》 

施策⑦ 伝統文化や郷土を学ぶ教育の推進 

 副読本「わたしたちの袖ケ浦」の活用 《総合教育センター》 

 学校、博物館、図書館、公民館等が連携した郷土の学習の推進 《学校教育課》 

 

施策の方向性３ 社会の変化に対応する学校教育の推進 

ＡＩや情報技術が急速に進展する変化の激しい社会では、柔軟な思考と主体的な学びを育む必要があり

ます。 また、こどもがその変化を前向きに捉え、豊かな創造性を備え、持続可能な社会の創り手として、予測

困難な未来社会を自立的に生き、社会の形成に参画するための資質・能力を育成することが求められてい

ます。 

本市では、こうした社会の変化に対応する教育に力を入れることにより、自らの生活や将来を考える力を

高め、意欲と実践力を持ったこどもの育成を目指します。 

◎ 令和８年度 施策別の取組 

施策① 探究型の学力を育む読書教育の推進 

 学校図書館の学習センター・情報センター機能の拡充と、「調べ学習」及び「主体的・対話的で

深い学びの視点からの授業改善」の推進 《学校教育課・総合教育センター》 

 「人」「もの」「情報」のネットワークの拡充 《学校教育課・総合教育センター》 

 「学び方ガイド」を活用した学び方の指導の充実 《学校教育課・総合教育センター》 

 学校図書館を支援する学校図書館支援センターの充実 《総合教育センター》 

施策② 情報活用能力を育む情報教育の推進 

 タブレット端末、情報通信ネットワークを活用した学習活動の充実 《学校教育課・総合教育セ

ンター》 

 発達段階に応じた情報活用能力の育成 《学校教育課・総合教育センター》 

 情報モラル指導の充実 《学校教育課・総合教育センター》 

 教職員のコンピュータ・リテラシーの向上 《学校教育課・総合教育センター》 

 

 



 

 

施策③ 社会的・職業的な自立に向けたキャリア教育の推進 

 教育活動全体を通した、発達の段階に即したキャリア教育の推進 《学校教育課》 

施策④ コミュニケーション能力を育む外国語教育の推進 

 外国語の授業の工夫・改善 《総合教育センター》 

 外国語によるコミュニケーション能力の育成 《総合教育センター》 

 ALT を活用した外国語教育・異文化理解教育の充実 《総合教育センター》 

 

施策の方向性４ 学校の教育力の向上 

こども一人ひとりの健やかな成長を育むためには、教職員が自己研鑽に励み、指導力の向上に努めると

ともに、教職員の力を結集し、学校全体の教育力を高めることが必要です。 

そのため、教科などの専門性を高めるための研究や研修の充実を図るほか、次代を担うミドルリーダー層

や若年層の教職員の育成に取り組みます。 

また、こどもの発達や学び、指導の連続性を持たせるために、幼稚園、保育所（園）、認定こども園、小中

学校等の連携を推進します。 

さらに、教職員がこども一人ひとりに向き合える環境づくりを進めるとともに、地域に開かれた学校として、

積極的な情報公開と学校評価の活用及び学校運営の改善を図り、学校の教育力の向上を図ります。 

◎ 令和８年度 施策別の取組 

施策① 教職員の指導力の向上 

 ミドルリーダー層及び若年層教職員の指導力向上に向けた教職員研修の充実《総合教育セン

ター》 

 教科指導、ICT を活用した教育、教育相談等の研修の充実 《総合教育センター》 

 今日的な教育課題や教職員のニーズに応じた研修の充実 《総合教育センター》 

施策② 学校間の連携の推進 

 相互授業参観や合同研修会、情報交換会の実施 《学校教育課》 

施策③ 教職員がこども一人ひとりと向き合える環境づくり 

 教職員の働き方改革の推進 《学校教育課》 

 校務支援システムやＩＣＴを活用した学校事務効率化の推進 《学校教育課》 

 学校に対する要望への組織的な対応 《学校教育課・総合教育センター》 

施策④ 地域に開かれた魅力ある学校づくりの推進 

 積極的な学校情報の公開 《学校教育課》 

 学校評価の活用による学校運営の改善 《学校教育課》 

 コミュニティ・スクールの導入検討会議の実施 《学校教育課》 

 特認校制度の検討 《学校教育課》 

 

 

 



 

 

施策の方向性５ 安全・安心で質の高い教育環境の整備 

学校は何よりも、こどもにとって安全・安心な場でなければなりません。 

本市では、これまで学校施設の整備をはじめ、防犯カメラや防犯器具の配備を進め、安全・安心な教育

環境の整備に取り組んできましたが、近年、こどもが巻き込まれる犯罪が多発する傾向にある中で、こども

の安全を守る取組は、さらにその重要性が増しています。 

そのため、学校施設については、老朽化した施設等の改修や設備の設置を計画的に進めることにより、教

育環境の向上を図ります。 

また、地区住民による登下校時の見守り活動やスクールサポーターによる不審者対応訓練の実施など、

引き続き、学校・保護者・地域住民の連携と協力によるこどもを守る取組を行います。 

さらに、こどもが安心して食べられる学校給食の提供や、国際化・情報化が急速に進展する中で、児童生

徒の情報活用能力を育む学校ＩＣＴ化を推進することにより、質の高い教育環境の整備を進めます。 

加えて、社会的、経済的格差の進行が指摘される中、家庭状況に左右されることのない教育機会の均等

を図るために、要保護・準要保護の児童生徒に対する援助費の支給や奨学資金の貸付を行います。 

◎ 令和８年度 施策別の取組 

施策① 安全・安心な教育環境の維持管理 

 学校施設の照明器具のＬＥＤ化〔小学校２校〕 《教育総務課》 

 学校体育館への空調設備設置に向けた設計〔中学校３校〕 《教育総務課》 

施策② こどもの安全を守る方策の強化と活用 

 警察やスクールサポーター等との連携による生徒指導上の課題対応 《総合教育センター》 

 災害を想定した避難訓練や不審者対応訓練の実施 《学校教育課・総合教育センター》 

 危機管理マニュアルの見直しと職員研修の実施 《学校教育課・総合教育センター》 

 袖ケ浦市通学路安全対策協議会による通学路の安全対策の強化 《学校教育課・総合教育セ

ンター》 

施策③ 安全・安心な学校給食の充実 

 安全・安心な学校給食の充実 《学校給食センター》 

 食物アレルギーへの対応 《学校給食センター》 

施策④ 時代の変化に対応した質の高い教育環境の整備 

 情報機器や情報ネットワーク等、学校のＩＣＴ環境の充実 《学校教育課・総合教育センター》 

 教育課程の展開に寄与する学校図書館支援センターの支援の充実 《学校教育課・総合教育

センター》 

施策⑤ 教育機会均等の確保 

 要保護・準要保護児童生徒援助費の支給 《学校教育課》 

 奨学資金制度の周知 《教育総務課》  



 

 

方針２ 【生涯学習】 人生１００年時代に向け、誰もがかがやける学びを支援します 

生涯学習は、一人ひとりが豊かな人生を送ることができるよう、個人の自発的意思に基づいて行うことを基

本として、生涯を通じて行うものです。 

教養を高め、多様な人々と出会い、自己実現を図るための学習は、人生 100 年時代において、生涯を通じ

たウェルビーイングの実現につながる重要な意義を有することから、こどもや若者、社会人、高齢者など、年齢

を問わずすべての人の学習意欲に応えられるよう、生涯にわたって学び、活躍できる環境づくりを目指します。 

また、自らの向上や学びの成果を地域で活かし、地域の課題に取り組み、人と人とがつながり、支えあう社

会教育を推進します。 

 

施策の方向性１ 一人ひとりの学びを支える生涯学習の充実 

こどもや若者、社会人、高齢者など、年齢を問わずすべての人の学習意欲に応えられるよう、多様な学習

機会の提供や、図書館活動の充実を図ります。 

◎ 令和８年度 施策別の取組 

施策① 市民への学習機会の提供と情報の発信 

 市民の学習ニーズや生活上の課題に応える学習機会の提供 《生涯学習課、市民会館・公民

館、図書館》 

 学習相談、読書相談の充実 《図書館》 

 地域でのボランティア活動の場の提供 《生涯学習課、市民会館・公民館、図書館》 

 ホームページ、ＳＮＳ等様々なメディアを活用した情報発信の向上 《生涯学習課、市民会館・公

民館、図書館》 

施策② 市民に親しまれる図書館活動の充実 

 市民の多様な学習意欲に応える図書館サービスの充実 《図書館》 

 市民の課題解決や学習を支援する資料の充実や講座等の実施 《図書館》 

 電子図書館サービスのコンテンツの充実、周知及び使い方講座の実施 《図書館》 

 

施策の方向性２ 地域の教育力の向上 

心豊かなこどもの育成に向けて、地域の協力による相談の場づくりや情報提供を充実させるとともに、子

育てや家庭教育等に関する学習の機会を提供します。 

また、地域全体で心豊かな青少年健全育成に取り組みます。 

◎ 令和８年度 施策別の取組 

施策① 家庭教育への支援 

 家庭教育学級の充実 《市民会館・公民館》 

 家庭教育推進協議会の活性化 《生涯学習課》 



 

 

施策② こども読書活動の推進 

 幼稚園、保育所（園）、認定こども園、小中学校等との連携による作品展示等の充実 《図書

館》 

 ブックスタート事業やおはなし会の充実 《図書館》 

 各ボランティアのスキルアップ講座の実施 《図書館》 

 発達年齢に応じたおすすめ図書リスト等の発行及び周知 《図書館》 

施策③ 青少年健全育成活動の充実 

 公民館における青少年教育推進事業の充実 《市民会館・公民館》 

 青少年健全育成団体の活動への支援 《生涯学習課》 

 スクールサポーターと連携した児童生徒健全育成活動の推進 《生涯学習課・総合教育センタ

ー》 

 非行防止活動の推進 《生涯学習課》 

施策④ 放課後こども教室の拡充 

 放課後こども教室の拡充 《生涯学習課》 

 

施策の方向性３ つながり、支えあう社会教育の充実 

人と人とのつながりが希薄となる中、社会教育を基盤とした人づくり、つながりづくりが一層重要であると

言われています。 

そのため、地域コミュニティの基盤強化に向けて、地域住民の学びの場である公民館をはじめとした社会

教育施設において、自分が暮らす地域の課題や生活上の課題を学習テーマとした講座の開催など、受講

者の学習意欲の向上や充実感を促進する社会教育活動の推進を図るとともに、主体的な学習活動を支援

する社会教育の人材育成を図ります。 

◎ 令和８年度 施策別の取組 

施策① 誰もが主体的に学ぶことができる社会教育活動の推進 

 地域課題等をテーマとした講座の実施 《市民会館・公民館》 

 市民が主体となった活動への支援 《市民会館・公民館》 

 人と人をつなぐ公民館活動の充実 《市民会館・公民館》 

施策② 社会教育関係団体の活動への支援 

 社会教育関係団体等の活動への助言 《生涯学習課》 

 社会教育関係団体連絡協議会への支援 《生涯学習課》 

 利用者懇談会の実施 《市民会館・公民館》 

施策③ 学びを支える地域人材の育成と活動の促進 

 生涯学習ボランティアへの活動支援 《生涯学習課》 

 生涯学習ボランティア養成講座の実施 《生涯学習課》 

 学びを支える人材の確保と育成 《生涯学習課》 

 



 

 

施策④ 社会教育施設等のあり方の検討 

 社会教育施設等の維持管理 《生涯学習課・図書館・郷土博物館》 

 図書館等施設及びネットワークの適切な維持管理 《図書館》 

 地区会館のあり方の検討 《生涯学習課》  



 

 

方針３ 【文化財・文化芸術】 文化財に親しみ、文化芸術を楽しむ場を創造します 

郷土の伝統や文化を守り後世へ伝えるには、関心を深めるとともに伝承・発展させるための教育の推進が

重要です。また、文化芸術は、豊かな人間性を涵養し、創造力と感性を育むなど、人間らしく生きる糧であり、豊

かな心を育みます。 

そのため、伝統や文化財を尊重し郷土愛を育む取組を推進するとともに、市民が文化芸術に触れる機会を

提供し、楽しさや感動などをもたらすとともに、文化芸術活動への参加を促します。 

 

施策の方向性１ 郷土の歴史と文化を学び、伝える活動の推進 

社会が急速に変化する中で、市民が心のよりどころを持ち、市の未来を創造していくうえで、郷土の歴史

と文化について理解を深めることは重要です。 

そのため、国史跡山野貝塚をはじめとした文化財の調査・研究を進めるとともに、その保存・活用に取り組

みます。 

また、蓄積した地域資料と情報について、デジタル技術等を活用して効果的に公開することにより、市民

自ら文化財を伝える活動を実施してもらうとともに、関係人口や交流人口の増加への寄与を図ります。 

【令和８年度 施策別の取組】 

施策① 国史跡山野貝塚の研究・保存・活用 

 山野貝塚の保存・活用事業の実施 《生涯学習課》 

 山野貝塚の整備の実施 《生涯学習課》 

 山野貝塚ボランティアの募集・講座の開催 《生涯学習課》 

施策② 文化財の保存・活用 

 文化財の調査研究 《生涯学習課・郷土博物館》 

 文化財の指定及び指定文化財の保存・管理への支援 《生涯学習課》 

 デジタル資料の蓄積と地域の文化財の公開や活用の促進 《生涯学習課・郷土博物館》 

 調査研究成果や文化財情報の発信 《生涯学習課・郷土博物館》 

施策③ 無形民俗文化財の保護と継承 

 無形民俗文化財等の情報発信及び周知 《生涯学習課・郷土博物館》 

 無形民俗文化財の活動及び継承への支援 《生涯学習課・郷土博物館》 

 上総掘りの技術の継承に向けた人材育成等と井戸の掘削 《郷土博物館》 

施策④ 市民とともに歩む博物館活動の充実 

 市民協働による地域資料の収集・保存・管理に向けた調査研究 《郷土博物館》 

 地域資料のデジタル化と収蔵データベースの公開 《郷土博物館》 

 養成講座等によるボランティアの育成と自主事業・協働事業の実施 《郷土博物館》 

 博物館の資料と人材を活用した体験学習等による地域交流・世代間交流の促進 《郷土博物

館》 

 英文解説書を活用した誰にでもやさしい博物館の利用促進 《郷土博物館》 

 



 

 

施策の方向性２ 地域に根差した文化芸術活動の推進 

優れた文化や芸術に触れることは、個々の生活をより豊かにし、うるおいをもたらします。しかし、文化芸術

に親しみ、楽しむことを望みながらも、参加する機会を得ることができないといった声もあります。 

そこで、多くの市民が、気軽に優れた文化芸術に親しみ新たに参加することができる機会を提供するとと

もに、多種多様なジャンルの創造活動を行う市民への支援や、活動の成果を発表する機会を提供します。 

また、次代を担う若者が文化芸術活動を開始するきっかけづくりとして、第一線で活躍する芸術家などを

講師に迎えた体験教室を開催します。 

さらに、優れた文化芸術活動を行う団体を支援し、鑑賞機会の充実を図ります。 

【令和８年度 施策別の取組】 

施策① 文化芸術振興のための市民活動の支援 

 市民の文化芸術活動や文化芸術団体の事業への支援 《生涯学習課》 

 文化芸術活動を行う市民・サークル・団体等への発表の機会の提供 《生涯学習課》 

施策② 文化芸術鑑賞と体験機会の充実 

 市民が身近で鑑賞できる美術展・展覧会等の開催支援 《生涯学習課》 

 あらゆる世代を対象とした鑑賞機会の提供 《生涯学習課》 

 若者を対象とした文化芸術活動体験教室の開催 《生涯学習課》 

 

 



 

 

Ⅲ 指標 
 

方針１ 【こども】 心豊かな たくましいこどもの育成を支援します 

◎重要施策指標 

項目 令和７年度実績 令和８年度目標 令和１３年度目標 

自分にはよいところがあると思う児童生徒の

割合 （※１） 
７０．３％ ７１．０％ ７５．０％ 

学校の授業は楽しいと思う児童生徒の割合 

（※１） 
６８．４％ ７０．０％ ７５．０% 

こどもの健全育成に家庭・学校・地域が協力

していると思う市民の割合 （※２） 
７５．８％ ７６．０％ ８０．０％ 

※１：袖ケ浦市教育ビジョンに関するアンケート、 ※２：袖ケ浦市まちづくりアンケート及び市民意識調査 

 

◎施策別指標 

施策の 

方向性 
施策 具体的な内容 《担当課等名》 令和８年度目標値 

１ 「生きる

力」の基礎

を培う幼児

教育の推進 

① 幼稚園、保育所（園）及び

認定こども園の連携と小学校

へのなめらかな接続の推進 

幼稚園、保育所（園）及び認定こども園

への巡回訪問の実施回数 

《学校教育課》 

２５回 

② 幼児教育段階の子育て

支援体制の充実 

就学前説明会、相談会への参加者数 

《学校教育課》 
６０人 

２ 「生きる

力 」 を 育 む

学校教育の

推進 

① 基礎的・基本的な知識・

技能と思考力・判断力・表現

力の育成 

県標準学力検査で県平均を達成した

割合〔各学年・各教科〕 

《学校教育課》 

小学校 ８５％ 

中学校 ８０％ 

② 規範意識の醸成と豊かな

情操や道徳心の育成 

「特別の教科道徳」の授業実施率 

《学校教育課》 
１００％ 

「挨拶がよくできる」児童生徒の割合 

《学校教育課》 
９０％ 

③ 心身の健康の保持増進と

体力向上に関する指導の充

実 

食に関する指導を２時間以上実施した

学級の割合 《学校教育課》 
１００％ 

全国体力・運動能力、運動習慣等調

査による「運動が好き」な児童生徒の

割合 《学校教育課》 

小学５年生 ６０％ 

中学２年生 ５２％ 

④ 一人ひとりの自立を育む

生徒指導の充実 

各小中学校の生徒指導会議の回数〔年

間〕 《学校教育課》 

小学校 １０回 

中学校 ３５回 

⑤ 教育相談体制及び不登

校のこども等への支援の充

実 

学校内外の機関等で相談・指導を受け

ていない不登校児童生徒の割合 

《学校教育課》 

０％ 



 

 

⑥ 一人ひとりの能力や可能

性を伸ばす特別支援教育の

充実 

各小中学校の特別支援教育校内委員

会の開催回数 《学校教育課》 年１１回 

⑦ 伝統文化や郷土を学ぶ

教育の推進 

学校、博物館、図書館、公民館等が連携

した郷土学習の回数〔１校あたり〕 

《学校教育課》 

年１０回 

３ 社会の変

化に対応す

る学校教育

の推進 

① 探究型の学力を育む読書

教育の推進 

児童生徒一人あたりの学校図書館年

間図書貸出冊数 《学校教育課》 

小学校７５冊 

中学校２５冊 

図書館を使った調べる学習コンクール

への児童生徒の参加率 

《総合教育センター》 

８４％ 

② 情報活用能力を育む情

報教育の推進 

週５時間以上タブレットＰＣを活用した

学級の割合 《学校教育課》 
１００％ 

情報モラルの指導を実施した学級の割

合 《学校教育課》 
１００％ 

③ 社会的・職業的な自立に

向けたキャリア教育の推進 

キャリア教育を２時間以上実施した学級

の割合 《学校教育課》 
１００％ 

④ コミュニケーション能力を

育む外国語教育の推進 

小学校中学年における外国語指導助

手配置年間授業時数〔１学級あたり〕 

《総合教育センター》 

３５時間 

小学校高学年における外国語指導助

手配置年間授業時数〔１学級あたり〕 

《総合教育センター》 

７０時間 

中学校における外国語指導助手配置

年間授業時数〔１学級あたり〕 

《総合教育センター》 

３５時間 

４ 学校の教

育力の向上 

① 教職員の指導力の向上 総合教育センター主催夏季研修会受講

者数（延べ人数 ※教育講演会含む） 

《総合教育センター》 

６８０人 

② 学校間の連携の推進 相互授業参観、合同研修会、情報交換

会の実施回数〔１校あたり〕 

《学校教育課》 

年６回 

③ 教職員がこども一人ひと

りと向き合える環境づくり 

教職員意識調査で「一人ひとりのこど

もにつく時間が確保できた」と感じる教

職員の割合 《学校教育課》 

８４％ 

④ 地域に開かれた魅力ある

学校づくりの推進 

学校関係者評価を公開した学校の割

合 《学校教育課》 
１００％ 

学校支援ボランティア登録者数 

《学校教育課》 
６８０人 

５ 安全・安

心で質の高

い教育環境

の整備 

① 安全・安心な教育環境の

維持管理 

照明ＬＥＤ化実施済の学校数 

《教育総務課》 
２校 

施設の不備による事故件数 

《教育総務課》 
０件 



 

 

 ② こどもの安全を守る方策

の強化と活用 

各小中学校における不審者対応訓練

の実施率 《総合教育センター》 
１００％ 

通学路安全対策協議会による現地点

検実施箇所数 《学校教育課》 
１０箇所 

③ 安全・安心な学校給食の

充実 

食中毒や食物アレルギー等の事故件数 

《学校給食センター》 
０件 

④ 時代の変化に対応した質

の高い教育環境の整備 

図書流通システムの運用による学校

図書館での活用冊数 

《学校教育課》 

１４，０００冊 

校務用コンピューターの運用における

情報インシデントの発生件数 

《学校教育課》 

０件 

⑤ 教育機会均等の確保 広報誌、ＳＮＳ等を使った奨学金制度の

周知回数 《教育総務課》 
３回 

  



 

 

方針２ 【生涯学習】 人生１００年時代に向け、誰もがかがやける学びを支援します 

◎重要施策指標 

項目 令和７年度実績 令和８年度目標 令和１３年度目標 

身近に学習ができる機会があると思う市民

の割合 （※１） 
４８．０％ ５３．０％ ５５．０％ 

青少年が健やかに育っていると思う市民の

割合 （※１） 
７７．５% ７９．０％ ８０．０% 

※１：袖ケ浦市まちづくりアンケート及び市民意識調査 

 

◎施策別指標 

施策の 

方向性 
施策 具体的な内容 《担当課等名》 令和８年度目標値 

１ 一人ひと

りの学びを

支える生涯

学習の充実 

① 市民への学習機会の提

供と情報の発信 

市民会館・公民館における生涯学習

情報発信回数〔５館合計〕 

《市民会館・公民館》 

４００回 

② 市民に親しまれる図書館

活動の充実 

個人貸出資料点数 

《図書館》 
４９３，２００点 

電子図書館利用者数 

《図書館》 
１，６００人 

２ 地域の教

育力の向上 

① 家庭教育への支援 家庭教育学級開設数〔５館合計〕 

《市民会館・公民館》 
１１講座 

家庭教育学級アンケートで「子育て

に関する悩みや不安を軽減できた」

と回答した参加者の割合 

〔５館平均〕 《市民会館・公民館》 

９０％ 

② こども読書活動の推進 出張おはなし会実施回数 

《図書館》 
４３５回 

出張おはなし会参加人数 

《図書館》 
１０，４５０人 

③ 青少年健全育成活動の

充実 

青少年教育推進事業参加者数 

〔５館合計〕 《市民会館・公民館》 
９００人 

子どもスポーツフェスタ・ふれあいフ

ェスティバル参加者数 

《生涯学習課》 

６００人 

④ 放課後こども教室の拡充 放課後こども教室活動回数 

〔４教室合計〕 《生涯学習課》 
３０回 

放課後こども教室参加者数 

〔４教室合計〕 《生涯学習課》 
２,８００人 

 



 

 

３  つ な が

り、支えあう

社会教育の

充実 

① 誰もが主体的に学ぶこと

ができる社会教育活動の推

進 

成人教育推進事業実施回数 

〔５館合計〕 《市民会館・公民館》 
７２回 

成人教育推進事業参加者数 

〔５館合計〕 《市民会館・公民館》 
１，６００人 

② 社会教育関係団体の活

動への支援 

作品展示や活動発表の場の提供等

活動を支援する社会教育団体数 

〔５館合計〕 《市民会館・公民館》 

１０１団体 

③ 学びを支える地域人材の

育成と活動の促進 

ボランティア養成講座等実施回数 

《生涯学習課》 
６回 

ボランティア養成講座等参加者数 

《生涯学習課》 
７０人 

生涯学習ボランティア登録人数 

《生涯学習課》 
１３０人 

④ 社会教育施設等のあり方

の検討 

地区会館のあり方にかかる会議の実

施回数 《生涯学習課》 
４回 

図書館及び郷土博物館における施

設の不備による事故件数 

《図書館・郷土博物館》 

０件 

 

  



 

 

方針３ 【文化財・文化芸術】 文化財に親しみ、文化芸術を楽しむ場を創造します 

◎重要施策指標 

項目 令和７年度実績 令和８年度目標 令和１３年度目標 

１年間に芸術を鑑賞した市民の割合 

（※１） 
４１．８％ 42.0％ ４３．３％ 

袖ケ浦の歴史・文化に興味・関心を持ってい

る市民の割合 （※１） 
５２．３% 53.0％ ５５．０% 

※１：袖ケ浦市まちづくりアンケート及び市民意識調査 

 

◎施策別指標 

施策の 

方向性 
施策 具体的な内容 《担当課等名》 令和８年度目標値 

１ 郷土の歴

史と文化を

学び、伝える

活動の推進 

① 国史跡山野貝塚の研究・保

存・活用 

山野貝塚周知活動事業参加者数 

《生涯学習課》 
７５０人 

山野貝塚ボランティア登録者数 

《生涯学習課》 
26 人 

② 文化財の保存・活用 収蔵資料の調査研究数 

《郷土博物館》 
８件 

文化財公開活用事業数 

《生涯学習課》 
２件 

文化財公開活用事業参加者数 

《生涯学習課》 
１５０人 

③ 無形民俗文化財の保護と

継承 

市内イベント等へ出演した民俗文化

財継承団体数 《生涯学習課》 
３団体 

上総掘りの技術による井戸掘り活動

延べ参加者数 《郷土博物館》 
１００人 

④ 市民とともに歩む博物館活

動の充実 

市民学芸員登録者数 

《郷土博物館》 
５３人 

市民学芸員等ボランティア協働事業

実施回数 《郷土博物館》 
８回 

郷土博物館来場者数 

《郷土博物館》 
２５，０００人 

２ 地域に根

差した文化

芸術活動の

推進 

① 文化芸術振興のための市

民活動の支援 

教育委員会と団体等の協働による文

化芸術事業実施回数 《生涯学習課》 
４回 

② 文化芸術鑑賞と体験機会

の充実 

芸術鑑賞助成団体の主催による市民

芸術劇場入場者数 《生涯学習課》 
６00 人 

芸術活動助成団体主催による袖ケ浦

美術展入場者数 《生涯学習課》 
1，500 人 

 



 

夏の  ７月１７日（金）～８月１６日（日） 

全館共通 

   袖ケ浦市立図書館 
中央図書館 袖ケ浦市坂戸市場１３９３－２（昭和小学校となり） ☎０４３８（６３）４６４６ 

長浦おかのうえ図書館 袖ケ浦市蔵波６３４－1（長浦交流センターとなり） ☎０４３８（６４）１０４６ 

平川図書館 袖ケ浦市横田１１５－１平川交流センター３階 ☎０４３８（７５）７３９２ 

根形交流センター図書室 袖ケ浦市下新田１２７７根形交流センター１階 ☎０４３８（６２）６１６３ 

平岡交流センター図書室 袖ケ浦市野里１５６３－１平岡交流センター１階 ☎０４３８（７５）６６６３ 

 

 

参加費は無料！ 

一部を除いて 

予約不要です。 

くわしくは 

裏面をみてね！ 

中央図書館 

7/21（火）袖高とコラボ！親子いっしょのおはなし会 

     夏休み工作教室 

7/25（土）英語でおはなし会！（要予約） 

8/4（火）ちょっぴりながくてちょっぴりこわいおはなし会 

8/6（木）おひざにだっこのおはなし会（要予約） 

8/9（日）えほんのひろば・子ども映画会・かみはな 

長浦おかのうえ図書館（会場：長浦交流センター） 

7/20（月・祝）蔵波中学校音楽部の演奏会 

平川図書館 

7/17（金）～8/16（日）お題の本 ＤＥ ＢＩＮＧＯ！ 

7/26（日）えほんのひろば・子ども映画会・かみはな 

根形交流センター図書室 

7/17（金）～8/16（日）本をかりてガチャをまわそう！ 

7/17（金）～8/16（日）トショロパズルを完成させよう！ 

平岡交流センター図書室 

7/17（金）～8/16（日）いちおし本！             

イベント 

展示 
中央図書館 児童室 

昭和中学校図書委員のおすすめ図書の展示  

7/17（金）～8/27（木） 

長浦おかのうえ図書館 1階市民ギャラリー 

蔵波中学校美術部の作品展示  

8/4（火）11：00 ～8/14（金）14：00 

宿題おたすけコーナー 

7/1（水）～8/27（木） 

パスファインダー（調べ方案内）と 

読書感想文おすすめ図書リストも 

配布します。 

トショロフェア 

図書館の 

イベント予約

はこちらから 

令和８年度 

図書館ホームページ→ 

報告・連絡（３）



 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

夏のトショロフェア 

イベントは一部をのぞき予約不要です。 
定員はすべて保護者も含めた人数で、先着順です。 

イベント一覧 

ちょっぴりながくてちょっぴりこわいおはなし会 
大きい子から大人まで楽しめるお話を３～５つ語ります。 

８/４（火）１０:２０～１１:００   
◆小学３年生～大人 ◆定員 ２０名  
◆２階 視聴覚ホール 

おひざにだっこのおはなし会【要予約・申込先着順】 
手遊びと絵本の読み聞かせ 

８/６(木) ①１０:３０～１０:５０  ②１１:１５～１１：３５ 

◆０～３歳の乳幼児とその保護者 ◆定員 各回１２名 
◆２階 第１会議室 ◆予約受付 ７/１（水）９：３０～ 
 

１０:３０～１１:００ 
袖高とコラボ！親子いっしょのおはなし会  
昔話などの語りと袖高生による絵本の読み聞かせ 

◆４歳～小学６年生の子どもとその保護者  
◆定員 ２０名  ◆２階 第１会議室 

１１:０５～１１:３０ 
子ども映画会「トムとジェリー」 

ねこのトムとねずみのジェリーのドタバタが楽しい 
短編アニメを３話上映します。 

◆３歳～小学６年生の子どもとその保護者  
◆定員 ３０名  ◆２階 視聴覚ホール 

１０:３０～１１:００ 
えほんのひろば  
絵本の読み聞かせと手遊び 

◆３歳～小学６年生の子どもとその保護者  
◆定員 １５名  ◆２階 第１会議室 

 

蔵波中学校音楽部の演奏会 
クラシックの名曲や J-POPなどの演奏 

７/２０(月・祝日)１３:３０～１４:００（１３： 00開場） 
◆どなたでも  ◆定員 １２０名 
◆長浦交流センター（図書館となり）1階 多目的ホール 

蔵波中学校美術部の作品展示 
８/４（火）１１:００～８/１４（金）１４：００ 
◆１階 市民ギャラリー 

 

英語でおはなし会！【要予約・申込先着順】 
英語と日本語の絵本の読み聞かせと手遊び 

７/２５（土） ①１０:２０～１１:００  ②１１:１５～１１:５５ 

◆４歳～小学６年生の子どもとその保護者  
◆定員 各回２０名 ◆２階 視聴覚ホール  
◆予約受付 ７/１（水）９：３０～ 
 
 

中央図書館 問☎０４３８（６３）４６４６  

長浦おかのうえ図書館 問☎０４３８（６４）１０４６  

１０:３０～１１:００ 
えほんのひろば  
絵本の読み聞かせと手遊び 

◆３歳～小学６年生の子どもとその保護者  
◆定員 ３０名  ◆平川交流センター ２階 視聴覚室 
 

平川図書館 問☎０４３８（７５）７３９２ 

お題の本 DE BINGO！ 
借りた本の内容で行うビンゴゲーム。ビンゴ完成で「トショロ

のペットボトルマーカー」をプレゼントします。 
実施期間 ７/１７（金）～８/１６（日） ◆０歳～中学生 

１０:００～１２:００の間いつでも 
かみのおはなやさん 
ボランティアがその場で作ったお花をプレゼント 

◆どなたでも ◆平川交流センター ２階 視聴覚室付近 
 

１１:０５～１１:３０ 
子ども映画会「ミッキーマウス」 
みんなが大好きなミッキーマウスの短編アニメを 
３話上映します。 

◆３歳～小学６年生の子どもとその保護者  
◆定員 ３０名 ◆平川交流センター ２階 視聴覚室 

 

 

 

いちおし本！ 
あなたのイチ推しの本を教えてください。書いてくれた用紙は 

図書室内に掲示します。 
実施期間 ７/１７（金）～８/１６（日） 
◆どなたでも 
 

平岡交流センター図書室 問長浦おかのうえ図書館 

根形交流センター図書室 問長浦おかのうえ図書館 

本をかりてガチャをまわそう！ 
本を３冊以上借りたら、ガチャガチャを一人１日１回まわ

せます。どんな景品が当たるかな？ 
トショロパズルを完成させよう！ 
３５～４０ピースのパズルをみんなで完成させよう！参加

したお子さんには記念品を差し上げます。 
 

実施期間 ７/１７（金）～８/１６（日） 
◆０歳～小学６年生の子ども 
※専任職員在室日のみ実施します。 

…トショロカードがもらえるイベント 

 ５枚集めるとプレゼントがもらえます！ 

１０:００～１２:００の間いつでも 
かみのおはなやさん 
ボランティアがその場で作ったお花をプレゼント 

◆どなたでも ◆児童室 
 

予約は 

こちら 

 

予約は 

こちら 

１１:０５～１１:３５ 
夏休み工作教室「厚紙でかんたん科学工作 
～まるとまるのゆらゆらローラーを作ろう！」 
小さな子どもも楽しめる簡単な工作教室 

◆４歳～小学６年生の子どもとその保護者  
◆定員 ２０名  ◆２階 視聴覚ホール 

昭和中学校図書委員のおすすめ図書の展示 
７/１７(金)～８/２７（木） ◆１階 児童室 

 

在室日の確認は 

こちら 

７/２１(火) 
 

８/９(日) 
 

７/２６(日) 
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